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ゼネストと革命へ進撃を
かくめい しんげき

動労総連合建設・戦争法案粉砕の
どうろうそうれんごうけんせつ せんそうほうあんふんさい

９月決戦を闘い抜き 月総決起へ11
がつけっせん たたか ぬ がつそうけっ き

革命的共産主義者同盟政治局
かくめいてききょうさんしゅ ぎ しゃどうめいせい じ きょく

はじめに

戦後世界体制の最後的崩壊が、最末期帝国主義の絶望的延命形態である新自由
せん ご せ かいたいせい さい ご てきほうかい さいまっ き ていこくしゅ ぎ ぜつぼうてきえんめいけいたい しん じ ゆう

主義の崩壊として到来している。それはプロレタリア世界革命の躍動となって、
しゅ ぎ ほうかい とうらい せ かいかくめい やくどう

全世界の労働者人民の止めどない決起をまきおこしている。
ぜん せ かい ろうどうしゃじんみん と けっ き

新自由主義はギリシャを食い物にして莫大（ばくだい）な赤字をおしつけ、そ
しん じ ゆうしゅ ぎ く もの ばくだい あか じ

の一切のつけをギリシャ労働者に首切り・失業、低賃金、貧困として強制して
いっさい ろうどうしゃ くび き しつぎょう ていちんぎん ひんこん きょうせい

きた。その元凶がドイツを先頭とするＥＵ帝国主義や米帝である。この新自由
げんきょう せんとう ていこくしゅ ぎ べいてい しん じ ゆう

主義的帝国主義は、日本における国鉄分割・民営化とそれ以降の労働者階級へ
しゅ ぎ てきていこくしゅ ぎ に ほん こくてつぶんかつ みんえい か い こう ろうどうしゃかいきゅう

、 、 、の攻撃をはじめ 全世界で 幾千万の労働者への途方もない搾取・略奪と貧困
こうげき ぜん せ かい いくせんまん ろうどうしゃ と ほう さくしゅ りゃくだつ ひんこん

戦争による殺戮（さつりく）と破壊をくりひろげてきた。そして今また、ギリシ
せんそう さつりく は かい いま

ャ労働者の決起に対する国際的な大民営化攻撃による圧殺、労働組合の全面解体
ろうどうしゃ けっ き たい こくさいてき だいみんえい か こうげき あっさつ ろうどうくみあい ぜんめんかいたい

にのりだしている。だが、真の危機にのたうち回っているのは、全世界の新自由
しん き き まわ ぜん せ かい しん じ ゆう

主義的帝国主義者どもである。
しゅ ぎ てきていこくしゅ ぎ しゃ

韓国・民主労総のゼネストは ハンサンギュン委員長がギリシャ労働者への熱、
かんこく みんしゅろうそう い いんちょう ろうどうしゃ あつ

、 。い連帯を発する中 今秋パククネ政権打倒の階級的蜂起戦へと突き進んでいる
れんたい はっ なか こんしゅう せいけん だ とう かいきゅうてきほう き せん つ すす

この闘うギリシャや韓国の労働者と連帯し、日本の労働者階級は今や、動労総
たたか かんこく ろうどうしゃ れんたい に ほん ろうどうしゃかいきゅう いま どうろうそう

連合建設に勝利し、安保国会決戦・国鉄決戦を９月決戦から 月へと爆発・発11
れんごうけんせつ しょう り あん ぽ こっかいけっせん こくてつけっせん がつけっせん がつ ばくはつ はっ
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展させ、安倍政権打倒のゼネストへ驀進（ばくしん）しようとしている。
てん あ べ せいけん だ とう ばくしん

ギリシャ、韓国、日本、そして全世界の労働者は今こそ、すべてを奪いつくし
かんこく に ほん ぜん せ かい ろうどうしゃ いま うば

てきた国際金融資本、新自由主義からすべてを奪い返すために立ち上がる時を迎
こくさいきんゆう し ほん しん じ ゆうしゅ ぎ うば かえ た あ とき むか

えた。ゼネストから革命へと総決起すべき時が来た。
かくめい そうけっ き とき き

「プロレタリアは、この革命において鉄鎖以外に失うものはなにもない。プ
かくめい てっ さ い がい うしな

ロレタリアが獲得すべきは全世界である （ 共産党宣言 。９月決戦から 月」『 』） 11
かくとく ぜん せ かい きょうさんとうせんげん がつけっせん がつ

へ、２０１０年代中期の階級決戦へ、プロレタリア世界革命へ進撃しよう。
ねんだいちゅう き かいきゅうけっせん せ かいかくめい しんげき

Ⅰ戦争・改憲の安倍政権打倒へ労働者階級人民の空前の決起
せんそう かいけん あ べ せいけん だ とう ろうどうしゃかいきゅうじんみん くうぜん けっ き

７・ ～ の安保＝戦争法案の衆院特別委・本会議強行採決粉砕の決戦15 16
あん ぽ せんそうほうあん しゅういんとくべつ い ほんかい ぎ きょうこうさいけつふんさい けっせん

は、戦後史上最大の安保国会決戦となった。それは日本労働者階級人民の深く
せん ご し じょうさいだい あん ぽ こっかいけっせん に ほんろうどうしゃかいきゅうじんみん ふか

広大な怒りを燃え上がらせた。 年、 年安保闘争以来、２０１１年３・ 東60 70 11
こうだい いか も あ ねん ねんあん ぽ とうそう い らい ねん ひがし

日本大震災・福島原発大事故以来の 沖縄 福島 全国の労働者階級人民の根源、 、 、
に ほんだいしんさい ふくしまげんぱつだい じ こ い らい おきなわ ふくしま ぜんこく ろうどうしゃかいきゅうじんみん こんげん

的 歴史的怒りが解き放たれた 改憲・戦争をめぐって 労働者人民と国家・資本、 。 、
てき れき し てきいか と はな かいけん せんそう ろうどうしゃじんみん こっ か し ほん

との非和解性が激しく突き出された。
ひ わ かいせい はげ つ だ

その結果、戦争法案をめぐる攻防は何一つ決着がついていないばかりか、こ
けっ か せんそうほうあん こうぼう なにひと けっちゃく

の政治史上 最も凶暴な強行採決は、社会を根底的に変革してやまない労働者
せい じ し じょうもっと きょうぼう きょうこうさいけつ しゃかい こんていてき へんかく ろうどうしゃ

人民の陸続とした決起を生み出している。墓穴を掘ったのは安倍である。この歴
じんみん りくぞく けっ き う だ ぼ けつ ほ あ べ れき

史的暴挙によって、崩壊を始めたのは安倍であり新自由主義である。
し てきぼうきょ ほうかい はじ あ べ しん じ ゆうしゅ ぎ

安倍は戦争法案を どんなに矛盾があり破綻していても 強行しなければ自、 、
あ べ せんそうほうあん む じゅん は たん きょうこう みずか

ら崩壊する。だからこそ安倍は、労働者人民の決起に恐れおののきつつ、労働者
ほうかい あ べ ろうどうしゃじんみん けっ き おそ ろうどうしゃ

人民をなめきり、みくびり、さげすむことによってしか強行採決ができなかっ
じんみん きょうこうさいけつ
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た 安倍は その根底において腐りきり まったく脆弱 ぜいじゃく である 安倍。 、 、 （ ） 。
あ べ こんてい くさ ぜいじゃく あ べ

＝日帝の歴史的命脈は尽きたのだ。
にってい れき し てきめいみゃく つ

この安倍＝日帝の対極に、人生をかけた１千万労働者階級人民の強靱（き
あ べ にってい たいきょく じんせい .せん まんろうどうしゃかいきゅうじんみん きょうじん

） 。 、 、ょうじん 不屈な決起が登場した みずみずしくたくましい青年労働者 学生
ふ くつ けっ き とうじょう せいねんろうどうしゃ がくせい

女性の決起が澎湃（ほうはい）と生み出されている。それはゼネストと革命を求
じょせい けっ き ほうはい う だ かくめい もと

めてやまない燎原の炎となっている。勝利への確信は明らかだ！
りょうげん ほのお しょう り かくしん あき

とりわけ全学連は、６・ の「安倍打倒」をかかげた衝撃的決起以来、スタ15
ぜんがくれん あ べ だ とう しょうげきてきけっ き い らい

ーリン主義やあらゆる反動と制動をすべて餌食（えじき）にして、国会決戦での
しゅ ぎ はんどう せいどう え じき こっかいけっせん

主導性を発揮した スターリン主義指導部と闘い 青年のうねりの大獲得戦に勝。 、
しゅどうせい はっ き しゅ ぎ し どう ぶ たたか せいねん だいかくとくせん か

60ちぬき 新しい活動家を次つぎと獲得している ３００万学生全体を獲得する、 。 、
あたら かつどう か つぎ かくとく まんがくせいぜんたい かくとく

年、 年をも超える学生運動が輝かしく登場したのだ。70
ねん ねん こ がくせいうんどう かがや とうじょう

７・ は、民主労総の第２次ゼネストと連帯する国際連帯闘争においても歴15
みんしゅろうそう だい じ れんたい こくさいれんたいとうそう れき

史的な日となった。日帝の戦争法案粉砕を民主労総ゼネストへの連帯として闘
し てき ひ にってい せんそうほうあんふんさい みんしゅろうそう れんたい たたか

い、戦争を唯一阻止する道は「自国政府打倒」の労働者階級の団結と国際連帯
せんそう ゆいいつ そ し みち じ こくせい ふ だ とう ろうどうしゃかいきゅう だんけつ こくさいれんたい

11 14にあることを指し示したのだ ハンサンギュン民主労総委員長の 今秋 ・。 「
さ しめ みんしゅろうそう い いんちょう こんしゅう

全国労働者大会のその日をパククネ打倒の民衆総蜂起の日とする」という宣言
ぜんこくろうどうしゃたいかい ひ だ とう みんしゅうそうほう き ひ せんげん

は、全世界の労働者が今こそ新自由主義打倒のゼネストに総決起しようとの訴
ぜん せ かい ろうどうしゃ いま しん じ ゆうしゅ ぎ だ とう そうけっ き うった

えである。

この歴史的大決戦を切り開いたのは６・７国鉄闘争全国運動集会への大結集
れき し てきだいけっせん き ひら こくてつとうそうぜんこくうんどうしゅうかい だいけっしゅう

と６・ 民主労総ゼネスト連帯集会だ。この階級的労働運動と国際連帯の闘28
みんしゅろうそう れんたいしゅうかい かいきゅうてきろうどううんどう こくさいれんたい たたか

いを土台にして戦争法阻止の７・５集会がかちとられた。７・５集会の全人民
ど だい せんそうほう そ し しゅうかい しゅうかい ぜんじんみん

的獲得性によって、安保国会決戦は巨大な転換点と出発点を形成した。７・５
てきかくとくせい あん ぽ こっかいけっせん きょだい てんかんてん しゅっぱつてん けいせい

集会は、７月国会決戦に、労働者人民が命をかけて戦争を阻む絶対反対の階
しゅうかい がつこっかいけっせん ろうどうしゃじんみん いのち せんそう はば ぜったいはんたい かい
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級性、思想性をみごとに注ぎこんだのである。安保国会決戦に階級の 魂 が込
きゅうせい し そうせい そそ あん ぽ こっかいけっせん かいきゅう たましい こ

められたのである。

戦争か革命かの岐路
せんそう かくめい き ろ

安倍政権は危機と崩壊のふちに追い込まれながら、戦争法制の強行に必死で
あ べ せいけん き き ほうかい お こ せんそうほうせい きょうこう ひっ し

のめり込んでいる 安倍を突き動かしているのが 朝鮮半島有事 である 安倍。 「 」 。
こ あ べ つ うご ちょうせんはんとうゆう じ あ べ

は追いつめられて「朝鮮半島有事」を持ち出し、その排外主義、国家主義をも
お ちょうせんはんとうゆう じ も だ はいがいしゅ ぎ こっ か しゅ ぎ

って国会内野党をくみふせ、日共スターリン主義の裏切りを引き出し、一切の
こっかいない や とう にっきょう しゅ ぎ うら ぎ ひ だ いっさい

反対派を総屈服させようとした かつて １９１４年の第１次大戦突入時に 当時。 、 、
はんたい は そうくっぷく ねん だい じ たいせんとつにゅうとき とう じ

の労働者階級の国際組織であった第２インターナショナルが、戦争反対の立場
ろうどうしゃかいきゅう こくさい そ しき だい せんそうはんたい たち ば

を投げ捨て、逆にそれぞれの国が行う戦争に協 力して大崩壊していったのと
な す ぎゃく くに おこな せんそう きょうりょく だいほうかい

本質的に同じ情勢が、今や進行し始めた。
ほんしつてき おな じょうせい いま しんこう はじ

「 」 、 「 」だがこの 第２インターの崩壊 ともいうべき情勢では そこに 祖国擁護
だい ほうかい じょうせい そ こくよう ご

や 自衛戦争 を拒否する絶対反対の革命派が存在するならば 革命情勢を決定的「 」 、
じ えいせんそう きょ ひ ぜったいはんたい かくめい は そんざい かくめいじょうせい けっていてき

に引き寄せるものとなる。逆にそこで、スターリン主義や体制内派のあらゆる
ひ よ ぎゃく しゅ ぎ たいせいない は

「自衛戦争」容認のインチキを暴き、労働者階級人民を体制内の呪縛（じゅば
じ えいせんそう ようにん あば ろうどうしゃかいきゅうじんみん たいせいない じゅばく

く から解き放ち さらにはすべての帝国主義戦争が強盗戦争であることを徹底的） 、
と はな ていこくしゅ ぎ せんそう ごうとうせんそう てっていてき

に暴くチャンスである。ほかならぬ「朝鮮有事」を徹底的に阻止する道が、日
あば ちょうせんゆう じ てっていてき そ し みち にっ

韓労働者の国際的に連帯した闘いであることを明らかにするのである。
かんろうどうしゃ こくさいてき れんたい たたか あき

世界大恐慌と米帝の戦争衝動、日帝の破滅に対する資本家階級の危機感こ
せ かいだいきょうこう べいてい せんそうしょうどう にってい は めつ たい し ほん か かいきゅう き き かん

そ 「朝鮮半島有事」を急切迫させている元凶だ。この現実に真っ向から立、
ちょうせんはんとうゆう じ きゅうせっぱく げんきょう げんじつ ま こう た

ち向かい、日米帝による朝鮮侵略戦争阻止、自国政府打倒の労働者階級のゼ
む にちべいてい ちょうせんしんりゃくせんそう そ し じ こくせい ふ だ とう ろうどうしゃかいきゅう
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ネスト決起をかちとろう。７・ ～ 衆院強行採決は、帝国主義とスターリ15 16
けっ き しゅういんきょうこうさいけつ ていこくしゅ ぎ

ン主義による戦後世界体制の最後的崩壊の引き金を引いた。戦争か革命かの歴史
しゅ ぎ せん ご せ かいたいせい さい ご てきほうかい ひ がね ひ せんそう かくめい れき し

選択をかけ、ゼネスト決起からプロレタリア世界革命へ進撃する時がついに到来
せんたく けっ き せ かいかくめい しんげき とき とうらい

した。

７月安保決戦を勝ちぬいた決定的な力は、職場から絶対反対と階級的団結
がつあん ぽ けっせん か けっていてき ちから しょく ば ぜったいはんたい かいきゅうてきだんけつ

の国鉄決戦を闘いぬいた階級的労働運動派が 満を持して安保国会決戦に登場、
こくてつけっせん たたか かいきゅうてきろうどううんどう は まん じ あん ぽ こっかいけっせん とうじょう

したことにある。

闘う労働組合の登場
たたか ろうどうくみあい とうじょう

解雇撤回・ＪＲ復帰を求める動労千葉への６・ 最高裁上告棄却決定は、日30
かい こ てっかい ふっ き もと どうろう ち ば さいこうさいじょうこく き きゃくけってい にっ

帝・安倍の戦争法案強行採決の攻撃と一体で下された、国鉄決戦の解体・絶滅
てい あ べ せんそうほうあんきょうこうさいけつ こうげき いったい くだ こくてつけっせん かいたい ぜつめつ

を狙う階級戦争攻撃である。
ねら かいきゅうせんそうこうげき

安倍は、戦争・改憲攻撃になりふりかまわずのめりこんでいるが、戦争法案を
あ べ せんそう かいけんこうげき せんそうほうあん

可決するだけでは実際に戦争を遂行することはできない。労働者階級を戦争に
か けつ じっさい せんそう すいこう ろうどうしゃかいきゅう せんそう

動員するために、労働組合の階級的団結を解体し、戦争翼賛勢力に変質させる
どういん ろうどうくみあい かいきゅうてきだんけつ かいたい せんそうよくさんせいりょく へんしつ

ことが至上命令となっているのである ６・ に安倍は ＵＡゼンセンの会長。 、26
し じょうめいれい あ べ かいちょう

で次期連合事務局 長とされている逢見直人と密談し、しかるのちに６・ 最高30
じ き れんごう じ む きょくちょう おう み なお と みつだん さいこう

裁決定を下し、７・ 〜 衆院強行採決に踏みこんだのだ。15 16
さいけってい くだ しゅういんきょうこうさいけつ ふ

重要なのは、動労千葉を先頭とする階級的労働運動派が、国鉄分割・民営化
じゅうよう どうろう ち ば せんとう かいきゅうてきろうどううんどう は こくてつぶんかつ みんえい か

絶対反対を貫き、連合の完成を破綻させ、日帝の戦争・改憲攻撃を阻んできた
ぜったいはんたい つらぬ れんごう かんせい は たん にってい せんそう かいけんこうげき はば

ことである。国鉄決戦を基軸に階 級 的労働運動を徹底的に推進することで、
こくてつけっせん き じく かいきゅうてきろうどううんどう てっていてき すいしん

「労働組合を解体できなければ改憲も戦争もできない」という階級的力関係を
ろうどうくみあい かいたい かいけん せんそう かいきゅうてきちからかんけい
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日帝・新自由主義に強制し続けてきたと言えるのだ。
にってい しん じ ゆうしゅ ぎ きょうせい つづ い

安倍はこの階級的力関係によって本質的に追いつめられ、６・ 最高裁決定30
あ べ かいきゅうてきちからかんけい ほんしつてき お さいこうさいけってい

で１０４７名解雇撤回闘争を終わらせ、同時に連合の産業報国会化を、すでに
めいかい こ てっかいとうそう お どう じ れんごう さんぎょうほうこくかい か

改憲と徴兵制を 年の大会で組合決定しているＵＡゼンセンを先兵に進めよう06
かいけん ちょうへいせい ねん たいかい くみあいけってい せんぺい すす

としたのである。だが７月安保国会決戦において、国鉄決戦を闘いぬいている
がつあん ぽ こっかいけっせん こくてつけっせん たたか

、 、 。階級的労働運動派が 職場生産点から 満を持して安保国会闘争に登場した
かいきゅうてきろうどううんどう は しょく ば せいさんてん まん じ あん ぽ こっかいとうそう とうじょう

攻防の核心中の核心において、労働組合解体攻撃を決定的に打ち破り、安倍の
こうぼう かくしんちゅう かくしん ろうどうくみあいかいたいこうげき けっていてき う やぶ あ べ

戦争・改憲攻撃の根幹を粉砕している。
せんそう かいけんこうげき こんかん ふんさい

それはまさに、労働組合が労働組合としてよみがえり、ストライキの爆発、ゼ
ろうどうくみあい ろうどうくみあい ばくはつ

ネストを求めてやまない歴史的情勢を切り開いた。
もと れき し てきじょうせい き ひら

７月安保決戦をもって、安倍と日帝ブルジョアジーが恐れる「革命」へ向かっ
がつあん ぽ けっせん あ べ にってい おそ かくめい む

た１千万のうねりが、労働組合の攻防を核心において始まったということであ
.せん まん ろうどうくみあい こうぼう かくしん はじ

る 同時にそれは新たな労働者の党を求める１千万の決起でもある すなわち党。 。
どう じ あら ろうどうしゃ とう もと .せんまん けっ き とう

と労働組合の一体的発展をもって、ゼネストから１９１７年ロシア革命に至るプ
ろうどうくみあい いったいてきはってん ねん かくめい いた

ロセスと同様の総決起が始まったのである。これをもって、階級 情勢はさらに
どうよう そうけっ き はじ かいきゅうじょうせい

巨大に一変した。
きょだい いっぺん

Ⅱ国鉄決戦の巨大な前進を軸に〈動―反動―動〉の激突情勢開く
こくてつけっせん きょだい ぜんしん じく どう はんどう どう げきとつじょうせいひら

⑴階級的労働運動の大飛躍実現した 年前半の闘い15
かいきゅうてきろうどううんどう だい ひ やくじつげん ねんぜんはん たたか

２０１５年前半の決戦は、国鉄決戦を基軸とした階級的労働運動の発展の中
ねんぜんはん けっせん こくてつけっせん き じく かいきゅうてきろうどううんどう はってん なか

で 階級闘争の 動―反動―動 の激しい攻防を生み出していった この激戦激闘、 〈 〉 。
かいきゅうとうそう どう はんどう どう はげ こうぼう う だ げきせんげきとう

、 、をとおしてついに 国鉄決戦を徹底的に闘い動労総連合建設をかちとることが
こくてつけっせん てっていてき たたか どうろうそうれんごうけんせつ
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プロレタリア革命への最高の接近形態であり、革命への準備であり、革命への
かくめい さいこう せっきんけいたい かくめい じゅん び かくめい

。 、挑戦権確保であることをつかんだ このことを全党が闘いの烈火の中で実感し
ちょうせんけんかく ほ ぜんとう たたか れっ か なか じっかん

経験し、実際に組織する過程が始まった。
けいけん じっさい そ しき か てい はじ

動労総連合の建設へ
どうろうそうれんごう けんせつ

その最大の地平こそ、動労総連合建設を全国でかちとる闘いに本格的に着手
さいだい ち へい どうろうそうれんごうけんせつ ぜんこく たたか ほんかくてき ちゃくしゅ

したことである。

６・７国鉄集会では 「動労総連合の旗を全国にうち立て、ストライキで闘、
こくてつしゅうかい どうろうそうれんごう はた ぜんこく た たたか

える組合をつくる」という方針が、参加者全員の確信と決意として圧倒的に確認
くみあい ほうしん さん か しゃぜんいん かくしん けつ い あっとうてき かくにん

された。この大方針をもって、国鉄闘争全国運動の発展は、 万署名の達成をと10
だいほうしん こくてつとうそうぜんこくうんどう はってん まんしょめい たっせい

おして６・ 最高裁決定をたぐり寄せ、いよいよこれから本格的発展をとげる一30
さいこうさいけってい よ ほんかくてきはってん いち

。 、「 、大出発点を形成した すなわち国鉄決戦を基軸にして 職場に拠点をつくり
だいしゅっぱつてん けいせい こくてつけっせん き じく しょく ば きょてん

労働運動の再生の芽をつくり、それをつなげる」闘いによって、日本における
ろうどううんどう さいせい め たたか に ほん

ゼネスト情勢をたぐり寄せていく階級的労働運動の壮大な発展を開始したので
じょうせい よ かいきゅうてきろうどううんどう そうだい はってん かい し

ある。

動労千葉は 外注化阻止・非正規職撤廃を掲げて３・ ＪＲダイヤ改定阻止、 14
どうろう ち ば がいちゅう か そ し ひ せい き しょくてっぱい かか かいてい そ し

をストライキで闘い ＣＴＳ 千葉鉄道サービス への組織拡大をとおして正規、 （ ）
たたか ち ば てつどう そ しきかくだい せい き

・非正規の団結をかちとる新たな挑戦を開始している 動労水戸は被曝労働拒否。
ひ せい き だんけつ あら ちょうせん かい し どうろう み と ひ ばくろうどうきょ ひ

の世界史的な根源的・普遍的闘いを推進している。
せ かい し てき こんげんてき ふ へんてきたたか すいしん

６・７集会は何よりも、動労千葉と動労水戸の闘いを本格的に全産別・全戦
しゅうかい なに どうろう ち ば どうろう み と たたか ほんかくてき ぜんさんべつ ぜんせん

15線に拡大していく点で 圧倒的な決意と団結をうち固めた しかもこの前進は、 。 、
せん かくだい てん あっとうてき けつ い だんけつ かた ぜんしん

年冒頭以来の国鉄決戦の大前進に対する日帝・安倍の危機にかられた大反動＝動
ねんぼうとう い らい こくてつけっせん だいぜんしん たい にってい あ べ き き だいはんどう どう
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労千葉への組織破壊攻撃を打ち破ってかちとられた。
ろう ち ば そ しき は かいこうげき う やぶ

６・７集会はまた 国鉄決戦と国鉄闘争全国運動こそが安保国会決戦の最先頭、
しゅうかい こくてつけっせん こくてつとうそうぜんこくうんどう あん ぽ こっかいけっせん さいせんとう

に立って闘い、改憲阻止１０００万署名を真正面から担うことを鮮明に確認し
た たたか かいけん そ し まんしょめい ま しょうめん にな せんめい かくにん

た。

国会決戦に結集した青年労働者・学生が、どこに感動し、どこに展望を見い
こっかいけっせん けっしゅう せいねんろうどうしゃ がくせい かんどう てんぼう み

だしたか それは 労働組合をつくりストライキで闘うこと――ここに戦争を阻。 、
ろうどうくみあい たたか せんそう はば

む道があり、勝利の道があるということである。国鉄労働運動内にストライキ
みち しょう り みち こくてつろうどううんどうない

をする組合が拡大するならば、ゼネストを実現することができる！ ブルジョア
くみあい かくだい じつげん

ジーの先頭で 割非正規職化に突き進むＪＲに、非正規職撤廃の風穴を開け10
せんとう わり ひ せい き しょく か つ すす ひ せい き しょくてっぱい かざあな あ

れば社会を塗り替える突破口が開かれる！ なんとしても階級的労働組合をつ
しゃかい ぬ か とっ ぱ こう ひら かいきゅうてきろうどうくみあい

くろう！ 動労総連合建設には、こうした全労働者に広がる闘いと団結への希
どうろうそうれんごうけんせつ ぜんろうどうしゃ ひろ たたか だんけつ き

求の最先端で、そのすべてを実現する確信と可能性が満ちあふれている。動労
きゅう さいせんたん じつげん かくしん か のうせい み どうろう

千葉、動労水戸の巨人のような闘いに、そして動労神奈川の闘いにも、労働者
ち ば どうろう み と きょじん たたか どうろう か な がわ たたか ろうどうしゃ

の闘う団結の無限の可能性を見いだすことができる。動労総連合建設こそ、日
たたか だんけつ む げん か のうせい み どうろうそうれんごうけんせつ に

本労働運動がゼネストを実現する力を獲得していく突破口である。
ほんろうどううんどう じつげん ちから かくとく とっ ぱ こう

外注化との全面対決
がいちゅう か ぜんめんたいけつ

７・１駅業務の外注化・転籍攻撃により、ＪＲ資本は第２の分割・民営化攻
えきぎょう む がいちゅう か てんせきこうげき し ほん だい ぶんかつ みんえい か こう

撃に本格的、全面的に突入した。それは外注化・非正規職化をＪＲから一挙
げき ほんかくてき ぜんめんてき とつにゅう がいちゅう か ひ せい き しょく か いっきょ

に全産業に拡大するものである。
ぜんさんぎょう かくだい

第一に、全面外注化は総非正規職化攻撃である。外注化・転籍攻撃とは非
だいいち ぜんめんがいちゅう か そう ひ せい き しょく か こうげき がいちゅう か てんせきこうげき ひ

正規職化であり 新たな首切り攻撃である ＪＲを分社化し 強制出向から転籍、 。 、
せい き しょく か あら くび き こうげき ぶんしゃ か きょうせいしゅっこう てんせき
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して「いったん解雇・非正規化」し、後に「雇い止め解雇」にたたきこむ攻撃で
かい こ ひ せい き か あと やと ど かい こ こうげき

ある。

第二に、外注化・非正規職化とは、労働者をむしばみ分断する、すさまじい
だい に がいちゅう か ひ せい き しょく か ろうどうしゃ ぶんだん

労働強化である。非正規職化をテコに正規職にも分断的に労働強化が襲いか
ろうどうきょう か ひ せい き しょく か せい き しょく ぶんだんてき ろうどうきょう か おそ

かる。この全面的な労働強化が、あらゆる安全破壊をもたらす。
ぜんめんてき ろうどうきょう か あんぜん は かい

第三に、外注化・非正規職化とは団結破壊、労働組合解体である。外注化
だいさん がいちゅう か ひ せい き しょく か だんけつ は かい ろうどうくみあいかいたい がいちゅう か

・非正規職化、労働強化による安全破壊とは資本による労働の破壊であり、
ひ せい き しょく か ろうどうきょう か あんぜん は かい し ほん ろうどう は かい

極限的な分断と団結破壊である 反合・運転保安闘争路線は今日 奪われた労働。 、
きょくげんてき ぶんだん だんけつ は かい はんごう うんてん ほ あんとうそう ろ せん こんにち うば ろうどう

を奪還し、正規と非正規が労働組合によって団結する闘いとして、その深化・
だっかん せい き ひ せい き ろうどうくみあい だんけつ たたか しん か

発展をかちとっているのだ。
はってん

こうしたＪＲの全面外注化・総非正規職化による徹底的なコスト削減は、日
ぜんめんがいちゅう か そう ひ せい き しょく か てっていてき さくげん にっ

帝・安倍―葛西の必死の延命をかけた鉄道輸出（新幹線、リニア、都市鉄道な
てい あ べ か さい ひっ し えんめい てつどう ゆ しゅつ しんかんせん と し てつどう

ど）とそれに連動した原発輸出、武器輸出のための攻撃である。そして重大
れんどう げんぱつ ゆ しゅつ ぶ き ゆ しゅつ こうげき じゅうだい

なことは、集団的自衛権行使の改憲・戦争法の強行とは、この鉄道・原発・武
しゅうだんてき じ えいけんこう し かいけん せんそうほう きょうこう てつどう げんぱつ ぶ

器輸出を行っている大侵略企業を守るためのものだということだ。
き ゆ しゅつ おこな だいしんりゃく き ぎょう まも

６・ 上告棄却弾劾30
じょうこく き きゃくだんがい

６・ 最高裁上告棄却決定は、戦争法案の衆院強行採決と完全に一体で、30
さいこうさいじょうこく き きゃくけってい せんそうほうあん しゅういんきょうこうさいけつ かんぜん いったい

解雇撤回を掲げて闘う労働組合を解体する「第２の４・９反革命」とも言える
かい こ てっかい かか たたか ろうどうくみあい かいたい だい はんかくめい い

攻撃である。国鉄１０４７名闘争に対する２０１０年４月９日の「政治和解」
こうげき こくてつ めいとうそう たい ねん がつここの か せい じ わ かい

がそうだったように 金銭和解の強制によって解雇撤回闘争そのものの根絶を狙、
きんせん わ かい きょうせい かい こ てっかいとうそう こんぜつ ねら

うものだ。だが最高裁もまた、採用差別を不当労働行為であると認めるしかなか
さいこうさい さいよう さ べつ ふ とうろうどうこう い みと
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った これはきわめて重大なことだ 司法反動の牙城 がじょう である最高裁。 。 （ ）
じゅうだい し ほうはんどう が じょう さいこうさい

・寺田体制をもってしても、どんなに打ち消そうとしても打ち消すことができな
てら だ たいせい う け う け

かったのだ。

国鉄分割・民営化が完全に不当労働行為によって強行されたことが明らかに
こくてつぶんかつ みんえい か かんぜん ふ とうろうどうこう い きょうこう あき

なり、その法的根拠である国鉄改革法そのものの破産を徹底的に突きつけられた
ほうてきこんきょ こくてつかいかくほう は さん てっていてき つ

のだ。それは国鉄分割・民営化とそれ以降の民営化による解雇がすべて不当労働
こくてつぶんかつ みんえい か い こう みんえい か かい こ ふ とうろうどう

行為であることを暴き、これから吹き荒れる解雇攻撃に対する全労働者階級の
こう い あば ふ あ かい こ こうげき たい ぜんろうどうしゃかいきゅう

総反撃の合図ともなっている。１０４７名解雇撤回闘争は、いよいよこれからＪ
そうはんげき あい ず めいかい こ てっかいとうそう

Ｒを包囲し、追いつめていく闘いとなった。１０４７名解雇撤回闘争と外注化
ほう い お たたか めいかい こ てっかいとうそう がいちゅう か

阻止・非正規職撤廃は、動労総連合の強制出向撤回の裁判闘争をとおして固
そ し ひ せい き しょくてっぱい どうろうそうれんごう きょうせいしゅっこうてっかい さいばんとうそう かた

く結合し 「国鉄決戦をプロレタリア革命へ」の最大の原動力となって発展す、
けつごう こくてつけっせん かくめい さいだい げんどうりょく はってん

る。

⑵帰還強制・原発再稼働に被曝労働拒否闘争で反撃
き かんきょうせい げんぱつさい か どう ひ ばくろうどうきょ ひ とうそう はんげき

国鉄決戦と反原発決戦は、 年前半決戦をとおして一層深く強く結びつき、階15
こくてつけっせん はんげんぱつけっせん ねんぜんはんけっせん いっそうふか つよ むす かい

級的労働運動路線のもとで一体的な発展を切り開いている。
きゅうてきろうどううんどう ろ せん いったいてき はってん き ひら

何よりも３・ 「被曝労働拒否をたたかう動労水戸支援共闘」の結成は、３15
なに ひ ばくろうどうきょ ひ どうろう み と し えんきょうとう けっせい

・ 以来の歴史的到達地平である。動労水戸の被曝労働拒否の闘いが、全世界11
い らい れき し てきとうたつ ち へい どうろう み と ひ ばくろうどうきょ ひ たたか ぜん せ かい

にとどろく闘いとして、国鉄決戦と反原発決戦、階級的労働運動の巨大な飛躍
たたか こくてつけっせん はんげんぱつけっせん かいきゅうてきろうどううんどう きょだい ひ やく

をかちとるものとなった。被曝から乗務員や乗 客の命を守るという鉄道労働
ひ ばく じょう む いん じょうきゃく いのち まも てつどうろうどう

者と労働組合の大義と使命 そのみなぎる階級性こそ 福島の怒りを体現し 闘、 、 、
しゃ ろうどうくみあい たい ぎ し めい かいきゅうせい ふくしま いか たいげん たたか

いに勇気と希望を示し、団結を生み出している。いわき市に動労水戸とともに合
ゆう き き ぼう しめ だんけつ う だ し どうろう み と ごう
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同労組の旗がうち立てられ、生命の根源を守り、闘おうとする原発労働者、除
どうろう そ はた た せいめい こんげん まも たたか げんぱつろうどうしゃ じょ

染労働者、そして女性労働者の団結が育まれている。
せんろうどうしゃ じょせいろうどうしゃ だんけつ はぐく

とくに原発労働者は、事故収束に命を張り、社会を最も守りながら、社会
げんぱつろうどうしゃ じ こ しゅうそく いのち は しゃかい もっと まも しゃかい

からの分断によって被曝を強制されている。だが動労水戸発行のパンフ『原発
ぶんだん ひ ばく きょうせい どうろう み と はっこう げんぱつ

労働者は訴える が示すように この誇るべき原発労働者の団結の中に 原発事故』 、 、
ろうどうしゃ うった しめ ほこ げんぱつろうどうしゃ だんけつ なか げんぱつ じ こ

は労働者階級によってしか解決できないことが示されている 「原発に必要な。
ろうどうしゃかいきゅう かいけつ しめ げんぱつ ひつよう

のは労働組合だ」という根源的で現実的な回答こそ、全労働者階級の闘う道し
ろうどうくみあい こんげんてき げんじつてき かいとう ぜんろうどうしゃかいきゅう たたか みち

るべである。

日帝の核武装許すな
にってい かく ぶ そうゆる

４年目を迎えた３・ 福島現地闘争は、日帝・安倍の福島圧殺・分断を打ち破11
ねん め むか ふくしまげん ち とうそう にってい あ べ ふくしまあっさつ ぶんだん う やぶ

り、福島の怒りを先頭とした全労働者階級人民の自己解放的決起としてかちと
ふくしま いか せんとう ぜんろうどうしゃかいきゅうじんみん じ こ かいほうてきけっ き

られた。

安倍は、福島県内の避難指示区域を楢葉町を先頭に 年３月までに解除する17
あ べ ふくしまけんない ひ なん し じ く いき なら は まち せんとう ねん がつ かいじょ

帰還強制攻撃を強行し、賠償金の支払いや住宅の無償提供を次々とうち切
き かんきょうせいこうげき きょうこう ばいしょうきん し はら じゅうたく む しょうていきょう つぎつぎ き

ろうとしている。何よりも常磐線全線開通という、被曝労働強制の恐るべき大
なに じょうばんせんぜんせんかいつう ひ ばくろうどうきょうせい おそ だい

攻撃をうち出している。
こうげき だ

、 、川内原発再稼働は 安倍による安保法制攻撃と一体の戦争攻撃そのものであり
せんだいげんぱつさい か どう あ べ あん ぽ ほうせいこうげき いったい せんそうこうげき

８月 日には再稼働を強行しようとしている。さらに伊方原発、高浜原発など13
がつ にち さい か どう きょうこう い かたげんぱつ たかはまげんぱつ

の再稼働強行は、福島第一原発事故がなかったかのような、本当に許しがたい
さい か どうきょうこう ふくしまだいいちげんぱつ じ こ ほんとう ゆる

福島の怒りの圧殺である 他方で 再処理工場を稼働させ 核兵器１０００発分。 、 、
ふくしま いか あっさつ た ほう さいしょ り こうじょう か どう かくへい き はつぶん

のプルトニウム８㌧を増産しようという。
ぞうさん
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ここには日帝の核武装の恐るべき衝動がある。今日の安保法制での「朝鮮半
にってい かく ぶ そう おそ しょうどう こんにち あん ぽ ほうせい ちょうせんはん

島有事 とは 核武装・核戦争問題ぬきにありえない 米韓軍事演習は核戦争態勢」 、 。
とうゆう じ かく ぶ そう かくせんそうもんだい べいかんぐん じ えんしゅう かくせんそうたいせい

をもって行われている。安倍の集団的自衛権行使の安保法制とは核武装をはら
おこな あ べ しゅうだんてき じ えいけんこう し あん ぽ ほうせい かく ぶ そう

んだ戦争法なのだ 川内原発再稼働は まさに戦争法案と一体である ８・６広島。 、 。
せんそうほう せんだいげんぱつさい か どう せんそうほうあん いったい ひろしま

―８・９長崎反戦反核闘争は、実に決定的闘いとなった。
ながさきはんせんはんかくとうそう じつ けっていてきたたか

共同診療所を拠点に
きょうどうしんりょうじょ きょてん

安倍は帰還強制攻撃、常磐線全線開通の大攻撃の中で、とくに小児甲状腺
あ べ き かんきょうせいこうげき じょうばんせんぜんせんかいつう だいこうげき なか しょう に こうじょうせん

がんの多発を一切認めず、居直り、分断し圧殺しようとしている。動労水戸の被
た はつ いっさいみと い なお ぶんだん あっさつ どうろう み と ひ

曝労働拒否の闘いと固く結びついた、ふくしま共同診療所の〈避難・保養・
ばくろうどうきょ ひ たたか かた むす きょうどうしんりょうじょ ひ なん ほ よう

医療〉の取り組みは、福島の寄る辺であり、希望であり、今や全世界に広がる
い りょう と く ふくしま よ べ き ぼう いま ぜん せ かい ひろ

国際連帯の星になっている。
こくさいれんたい ほし

この共同診療所が 福島大学での闘い ＪＲ郡山工場での動労総連合建設、 、
きょうどうしんりょうじょ ふくしまだいがく たたか こおりやまこうじょう どうろうそうれんごうけんせつ

の闘い、全戦線での前進とともに、日帝・安倍のあらゆる分断攻撃と弾圧を打
たたか ぜんせんせん ぜんしん にってい あ べ ぶんだんこうげき だんあつ う

ち破ってかちとられている意義は、本当に絶大である。
やぶ い ぎ ほんとう ぜつだい

⑶革命的選挙闘争を闘ってつかんだ党的飛躍の地平
かくめいてきせんきょとうそう たたか とうてき ひ やく ち へい

年前半は、革命的選挙闘争においても決定的地平を切り開いた。15
ねんぜんはん かくめいてきせんきょとうそう けっていてき ち へい き ひら

革共同はプロレタリア権力闘争へ向けて、１千万人と結合する決断をもって
かくきょうどう けんりょくとうそう む いっせんまんにん けつごう けつだん

２０１４年の都知事選を闘った。それは国鉄決戦を基軸とする階級的労働運動
ねん と ち じ せん たたか こくてつけっせん き じく かいきゅうてきろうどううんどう

の歴史的飛躍をかけた闘いでもあった。この都知事選と年末の衆院選に弁護士
れき し てき ひ やく たたか と ち じ せん ねんまつ しゅういんせん べん ご し
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の鈴木達夫候補を押し立て、２０１０年代中期階級決戦を１９１７年ロシア革
すず き たつ お こう ほ お た ねんだいちゅう き かいきゅうけっせん ねん かく

命への道として明確にすえきり、党と階級の決断と飛躍をかけた決起を開始し
めい みち めいかく とう かいきゅう けつだん ひ やく けっ き かい し

たのだ。

ここで革共同は、新たに「革命的選挙闘争」をうち立てて闘った。ブルジョ
かくきょうどう あら かくめいてきせんきょとうそう た たたか

ア選挙とはいえ、国政選挙という巨大な合法的な政治空間を、党と階級が縦横
せんきょ こくせいせんきょ きょだい ごうほうてき せい じ くうかん とう かいきゅう じゅうおう

無尽に駆使し、１千万人と結びつき 「労働者が主人公の社会をつくり出そう」、
む じん く し いっせんまんにん むす ろうどうしゃ しゅじんこう しゃかい だ

新しい労働者の党をつくろう と訴えて総決起した 今日の新自由主義の攻撃「 」 。
あたら ろうどうしゃ とう うった そうけっ き こんにち しん じ ゆうしゅ ぎ こうげき

と体制内勢力の抑圧のもとで苦吟（くぎん）し 「生きさせろ」の叫びを発す、
たいせいないせいりょく よくあつ く ぎん い さけ はっ

、 、る全都・全国の労働者階級人民 とりわけ青年労働者・学生が分断を打ち破り
ぜん と ぜんこく ろうどうしゃかいきゅうじんみん せいねんろうどうしゃ がくせい ぶんだん う やぶ

選挙闘争の時空間のもとで団結にめざめ、団結を拡大していく闘いである。ブ
せんきょとうそう じ くうかん だんけつ だんけつ かくだい たたか

ルジョア議会の「おしゃべり小屋」を弾劾し、ブルジョア独裁を打ち破る、まさ
ぎ かい ご や だんがい どくさい う やぶ

にプロレタリア権力闘争として闘ったのだ。
けんりょくとうそう たたか

４月杉並選挙の意義
がつすぎなみせんきょ い ぎ

こうした革命的選挙闘争の地平をふまえ、 年４月の杉並区議選を、安保国会15
かくめいてきせんきょとうそう ち へい ねん がつ すぎなみ く ぎ せん あん ぽ こっかい

決戦をめぐる安倍政権打倒の一大政治決戦として闘うとともに、国鉄決戦に勝
けっせん あ べ せいけん だ とう いちだいせい じ けっせん たたか こくてつけっせん しょう

利し、民営化・外注化・非正規職化と対決する階級的労働運動の大攻防とし
り みんえい か がいちゅう か ひ せい き しょく か たいけっ かいきゅうてきろうどううんどう だいこうぼう

24て闘ったのである。さらに決定的なのは、選挙闘争の渦中に闘われた４・
たたか けっていてき せんきょとうそう か ちゅう たたか

韓国・民主労総第１次ゼネストへの国際連帯闘争に決起し、ゼネスト情勢を切
かんこく みんしゅろうそうだい じ こくさいれんたいとうそう けっ き じょうせい き

り開く選挙闘争として闘ったことである 同時に 前進 を真っ向から選挙の現場。 『 』
ひら せんきょとうそう たたか どう じ ぜんしん ま こう せんきょ げん ば

にもちこみ 「新しい労働者の党をつくり出そう」と訴え、革命的選挙闘争の、
あたら ろうどうしゃ とう だ うった かくめいてきせんきょとうそう

一段の飛躍をかちとった。
いちだん ひ やく
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さらに今回、重要なのは、北島邦彦候補が西部ユニオン副委員長として、ま
こんかい じゅうよう きたじまくにひここう ほ せい ぶ ふく い いんちょう

さに労働組合の指導部 組織者として徹底的に闘いぬいたことである 東京西部、 。
ろうどうくみあい し どう ぶ そ しきしゃ てっていてき たたか とうきょうせい ぶ

ユニオン鈴木コンクリート工業分会の闘いを先頭に、アメリカン・アパレル分
すず き こうぎょうぶんかい たたか せんとう ぶん

会の解雇撤回・職場復帰をかちとり さらに杉並児童館廃止阻止を 選挙を武器、 、
かい かい こ てっかい しょく ば ふっ き すぎなみ じ どうかんはい し そ し せんきょ ぶ き

に闘いぬいた意義は決定的であった。児童館闘争は、国鉄決戦と一体となった
たたか い ぎ けっていてき じ どうかんとうそう こくてつけっせん いったい

民営化・外注化阻止 非正規職撤廃の闘いとして まさに新自由主義と真っ向、 、
みんえい か がいちゅう か そ し ひ せい き しょくてっぱい たたか しん じ ゆうしゅ ぎ ま こう

から激突する大きな闘いへと発展している。
げきとつ おお たたか はってん

今日の世界大恐慌と世界戦争の時代において、レーニンとボルシェビキ党の
こんにち せ かいだいきょうこう せ かいせんそう じ だい とう

闘いからあらためて徹底的に学ぶことが求められる レーニンは 帝国主義戦争。 、
たたか てっていてき まな もと ていこくしゅ ぎ せんそう

の切迫を革命情勢としてとらえ、革命的選挙闘争の任務を「社会主義的・階級
せっぱく かくめいじょうせい かくめいてきせんきょとうそう にん む しゃかいしゅ ぎ てき かいきゅう

的宣伝と労働者階級の組織化」と提起している。ここに一切の核心をおき、中
てきせんでん ろうどうしゃかいきゅう そ しき か てい き いっさい かくしん ちゅう

期階級決戦において １千万労働者人民と深く結びついた革命的選挙闘争を闘、
き かいきゅうけっせん .せんまんろうどうしゃじんみん ふか むす かくめいてきせんきょとうそう たたか

いぬこう。

⑷民主労総ゼネストと連帯
みんしゅろうそう れんたい

韓国・民主労総ゼネストは、今日の大恐慌・戦争情勢の中で、新自由主義と
かんこく みんしゅろうそう こんにち だいきょうこう せんそうじょうせい なか しん じ ゆうしゅ ぎ

闘う全世界の労働者階級の一大決起の最先頭で闘われている。この決起と切
たたか ぜん せ かい ろうどうしゃかいきゅう いちだいけっ き さいせんとう たたか けっ き き

り結び、 年前半決戦は、民主労総との国際連帯の歴史における画期的地平を切15
むす ねんぜんはんけっせん みんしゅろうそう こくさいれんたい れき し かっ き てき ち へい き

り開いた。６・７国鉄集会への韓国鉄道労組の参加と日韓鉄道労働者の民営化
ひら こくてつしゅうかい かんこくてつどうろう そ さん か にっかんてつどうろうどうしゃ みんえい か

反対の共同声明は ひとつの歴史的到達地平である 日韓国際連帯の闘いが双方、 。
はんたい きょうどうせいめい れき し てきとうたつ ち へい にっかんこくさいれんたい たたか そうほう

の意識的、路線的な選択と踏み切りになったのである。
い しきてき ろ せんてき せんたく ふ き

今日 パククネ政権は 全国鉄道労組を攻防の軸にすえた 労働市場の構造改、 、 「
こんにち せいけん ぜんこくてつどうろう そ こうぼう じく ろうどう し じょう こうぞうかい
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革」の一大反動攻撃にうって出ている。それは日本における民営化・外注化・
かく いちだいはんどうこうげき で に ほん みんえい か がいちゅう か

総非正規職化、解雇自由、労働法制改悪、労働組合解体の攻撃と完全に同じ階
そう ひ せい き しょく か かい こ じ ゆう ろうどうほうせいかいあく ろうどうくみあいかいたい こうげき かんぜん おな かい

級戦争攻撃である。
きゅうせんそうこうげき

民主労総は２千を超える組合、 万組合員を擁し、 の産別組織と の地域70 23 16
みんしゅろうそう せん こ くみあい まんくみあいいん よう さんべつ そ しき ち いき

本部をもつ巨大な大衆組織である。重要なのは、多種多様な考え方を包摂す
ほん ぶ きょだい たいしゅう そ しき じゅうよう た しゅ た よう かんが かた ほうせつ

る大衆組織でありながら、新自由主義攻撃との絶対非和解の激突を不屈に貫い
たいしゅう そ しき しん じ ゆうしゅ ぎ こうげき ぜったい ひ わ かい げきとつ ふ くつ つらぬ

て闘い、労働者の団結にすべてをかける「階級的労働運動」をその底流にお
たたか ろうどうしゃ だんけつ かいきゅうてきろうどううんどう ていりゅう

いて、自らを形成していることである。しかも解雇者を闘いの主体として、労
みずか けいせい かい こ しゃ たたか しゅたい ろう

働組合の団結の要にしてきた。常に労働者階級の誇りを闘いに貫き、職場
どうくみあい だんけつ かなめ つね ろうどうしゃかいきゅう ほこ たたか つらぬ しょく ば

生産点の団結を土台にして、だからこそ非正規職撤廃闘争を、民主労総の最高
せいさんてん だんけつ ど だい ひ せい き しょくてっぱいとうそう みんしゅろうそう さいこう

の階級性を体現するものとして闘ってきたのである。
かいきゅうせい たいげん たたか

この民主労総の根底にあるものを学び 共有し ともに実践していく国際連帯、 、
みんしゅろうそう こんてい まな きょうゆう じっせん こくさいれんたい

こそ、日本における階級的労働運動をうちきたえるのである。
に ほん かいきゅうてきろうどううんどう

⑸革共同解体攻撃うち破る
かくきょうどうかいたいこうげき やぶ

、 「 」 、15 06 08年前半の闘いは 〜 年の 党の革命 で打倒された岸・水谷・岩本を
ねんぜんはん たたか ねん とう かくめい だ とう きし みずたに いわもと

革命運動史上最悪の反革命スパイ分子としてあぶり出した。彼らの反革命スパ
かくめいうんどう し じょうさいあく はんかくめい ぶん し だ かれ はんかくめい

イ本が逆 証明するものは、国鉄決戦を基軸とする階級的労働運動が、労働者
ぼん ぎゃくしょうめい こくてつけっせん き じく かいきゅうてきろうどううんどう ろうどうしゃ

階級自己解放の思想に基づく闘いとして、まさにプロレタリア革命の現実性を
かいきゅう じ こ かいほう し そう もと たたか かくめい げんじつせい

圧倒的に開示しているということである。
あっとうてき かい じ

革共同と階級的労働運動の前進におびえる日帝権力 中枢は、戦争法案の
かくきょうどう かいきゅうてきろうどううんどう ぜんしん にっていけんりょくちゅうすう せんそうほうあん

強行と一体で、東京北部で闘う労働者・住民と地域の障害者の寄る辺とな
きょうこう いったい とうきょうほく ぶ たたか ろうどうしゃ じゅうみん ち いき しょうがいしゃ よ べ
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っている 街 へのデッチあげ弾圧 群馬や静岡での弾圧など 闘いの破壊を狙「 」 、 、
まち だんあつ ぐん ま しずおか だんあつ たたか は かい ねら

。 「 」う一大反動をしかけてきた さらに救援連絡センターでの 完全黙秘・非転向
いちだいはんどう きゅうえんれんらく かんぜんもく ひ ひ てんこう

、 「 」の原則の解体策動は 戦争突入 情勢における 第２インターナショナルの崩壊
げんそく かいたいさくどう せんそうとつにゅうじょうせい だい ほうかい

に匹敵する反動攻撃である。
ひってき はんどうこうげき

だがこれを革命情勢に接近していく〈動―反動―動〉の革命的ダイナミズム
かくめいじょうせい せっきん どう はんどう どう かくめいてき

としてとらえ、大反動をも餌食として、 年前半の決戦に勝利したのである。15
だいはんどう え じき ねんぜんはん けっせん しょう り

⑹ゼネスト指導部の形成へ 青年先頭に全戦線で闘う
し どう ぶ けいせい せいねんせんとう ぜんせんせん たたか

５・ 沖縄闘争は、沖縄ゼネスト情勢の真っただ中で、青年労働者と学生が15
おきなわとうそう おきなわ じょうせい ま なか せいねんろうどうしゃ がくせい

階級の指導部への飛躍をかちとる決定的闘いとなった。ＩＪＢＳ労組（日本Ｉ
かいきゅう し どう ぶ ひ やく けっていてきたたか ろう そ に ほん

ＢＭ・ビジネスサービス労働組合）の闘いを最先頭に、国鉄決戦を路線的柱に
ろうどうくみあい たたか さいせんとう こくてつけっせん ろ せんてきはしら

して新自由主義と闘い、国際連帯で辺野古基地建設阻止をかちとり、階級的労
しん じ ゆうしゅ ぎ たたか こくさいれんたい へ の こ き ち けんせつ そ し かいきゅうてきろう

働運動路線を真っ向から掲げて登場したのだ 「オール沖縄」をのりこえ、奪。
どううんどう ろ せん ま こう かか とうじょう おきなわ うば

われてきた階級的共同性と階級的団結を沖縄全島ゼネストによって奪還しよ
かいきゅうてききょうどうせい かいきゅうてきだんけつ おきなわぜんとう だっかん

うと訴え まさにゼネスト論を貫いて闘った その先頭に動労千葉 動労水戸、 。 、
うった ろん つらぬ たたか せんとう どうろう ち ば どうろう み と

をはじめとする青年労働者が立ったのである。
せいねんろうどうしゃ た

さらに 沖縄大学の拠点化の前進をとおして 学生戦線が階級的労働運動路線、 、
おきなわだいがく きょてん か ぜんしん がくせいせんせん かいきゅうてきろうどううんどう ろ せん

を土台にしてこの時代に真っ向から立ち向かい、全階級の先頭に立って闘いを
ど だい じ だい ま こう た む ぜんかいきゅう せんとう た たたか

牽引（けんいん）し始めた。学生運動が本格的発展期に突入した。
けんいん はじ がくせいうんどう ほんかくてきはってん き とつにゅう

日帝は安保国会さなかの６月 日 三里塚反対同盟・市東孝雄さんの農地裁判12 、
にってい あん ぽ こっかい がつ にち さん り づかはんたいどうめい し とうたか お のう ち さいばん

で控訴棄却の極悪判決を下してきた。動労千葉への６・ 最高裁決定や福島、30
こう そ き きゃく ごくあくはんけつ くだ どうろう ち ば さいこうさいけってい ふくしま

沖縄への攻撃と一体で 半世紀近く不屈に闘われてきた三里塚闘争の圧殺を必死、
おきなわ こうげき いったい はんせい き ちか ふ くつ たたか さん り づかとうそう あっさつ ひっ し
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に狙うものだ。だがこれも日帝の農民殺しに対する全国の怒りの火に油を注い
ねら にってい のうみんごろ たい ぜんこく いか ひ あぶら そそ

だ。この日を新たな出発点に、労農同盟の一層の強化発展をつくり出す闘い
ひ あら しゅっぱつてん ろうのうどうめい いっそう きょう か はってん だ たたか

が始まった。
はじ

さらに、獄中 年の星野文昭同志奪還の闘い、入管闘争、部落解放闘争、40
ごくちゅう ねん ほし の ふみあきどう し だっかん たたか にゅうかんとうそう ぶ らくかいほうとうそう

15女性解放闘争 障害者解放闘争 反軍闘争 弁護士戦線など あらゆる闘いが、 、 、 、
じょせいかいほうとうそう しょうがいしゃかいほうとうそう はんぐんとうそう べん ご し せんせん たたか

年前半決戦の中で実に豊かな前進をかちとった。そのすべてが国鉄決戦と階級
ねんぜんはんけっせん なか じつ ゆた ぜんしん こくてつけっせん かいきゅう

的労働運動の前進を土台に、プロレタリア権力樹立へ向けた地区党の飛躍的強
てきろうどううんどう ぜんしん ど だい けんりょくじゅりつ む ち く とう ひ やくてききょう

化を目的意識的に闘いとるものとして前進した。
か もくてき い しきてき たたか ぜんしん

Ⅲ革命情勢の接近に労働者権力樹立への本格的挑戦で応えよ
かくめいじょうせい せっきん ろうどうしゃけんりょくじゅりつ ほんかくてきちょうせん こた

⑴大恐慌と戦争を世界革命勝利へ転化する情勢到来
だいきょうこう せんそう せ かいかくめいしょう り てん か じょうせいとうらい

年前半の決戦は、１９１７年のロシア革命から１００年を迎えて闘われる15
ねんぜんはん けっせん ねん かくめい ねん むか たたか

２０１０年代中期階級決戦の革命的対決構造を鮮明にさせた。それは、革命
ねんだいちゅう き かいきゅうけっせん かくめいてきたいけつこうぞう せんめい かくめい

情勢の急速な接近である。
じょうせい きゅうそく せっきん

レーニンは 共産主義内の左翼空論主義者を批判した文章の中で ロシア革命、 、
きょうさんしゅ ぎ ない さ よくくうろんしゅ ぎ しゃ ひ はん ぶんしょう なか かくめい

でつかんだ「革命の基本法則」を革命情勢論として、次のように述べている。
かくめい き ほんほうそく かくめいじょうせいろん じ の

「 下層』が古いものをのぞまず 『上層』がいままでどおりにやっていけな『 、
か そう ふる じょうそう

くなるときにはじめて そのときにはじめて 革命は勝利することができる 言、 、 。
かくめい しょう り い

いかえれば、この真理は、全国民的な（搾取されるものにも搾取するものにもか
しん り ぜんこくみんてき さくしゅ さくしゅ

かわる）危機がなければ、革命は不可能であるという言葉によって言い表わされ
き き かくめい ふ か のう こと ば い あら

る。つまり、革命のためには、第一に、労働者の大多数（いずれにせよ、自覚し
かくめい だいいち ろうどうしゃ だい た すう じ かく

た、思慮の深い、政治的に積極性のある労働者の大多数）が完全に変革の必要
し りょ ふか せい じ てき せっきょくせい ろうどうしゃ だい た すう かんぜん へんかく ひつよう
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を理解し、この変革のためにすすんで死に応じ、第二に、支配階級が政府危機
り かい へんかく し おう だい に し はいかいきゅう せい ふ き き

にあり、この危機がもっともおくれた大衆をも政治に引きいれ（あらゆる真の
き き たいしゅう せい じ ひ しん

革命の標識は いままで政治に無関心であった勤労被抑圧大衆のなかの 政治的、 、
かくめい ひょうしき せい じ む かんしん きんろう ひ よくあつたいしゅう せい じ てき

にたたかう能力のあるものの数が 倍に、あるいは１００倍にさえ急増する10
のうりょく かず ばい ばい きゅうぞう

ことである 、政府を無力にし、革命家が政府をすみやかに打倒することがで）
せい ふ む りょく かくめい か せい ふ だ とう

きるようにする必要がある （ 共 産主義における左翼空論主義」レーニン全」「
ひつよう きょうさんしゅ ぎ さ よくくうろんしゅ ぎ ぜん

集第 巻 〜 ㌻）31 73 74
しゅうだい かん

２０１５年、国鉄決戦の前進と安保国会決戦をめぐる激突情勢は、まぎれも
ねん こくてつけっせん ぜんしん あん ぽ こっかいけっせん げきとつじょうせい

なく戦争切迫情勢がもたらす革命情勢の接近である。
せんそうせっぱくじょうせい かくめいじょうせい せっきん

世界大恐慌は、この８月から９月にかけ一層激しく進行していく。ギリシャ
せ かいだいきょうこう がつ がつ いっそうはげ しんこう

危機はヨーロッパ危機へと発展し、その爆発は米帝経済を直撃する。中国経済
き き き き はってん ばくはつ べいていけいざい ちょくげき ちゅうごくけいざい

のバブル崩壊は、そのすさまじい様相を日一日と明らかにしている。何よりも昨
ほうかい ようそう ひ いちにち あき なに さく

年夏〜秋以降の 恐慌の中の恐慌 への突入のもとで 日帝経済の破滅は不可避「 」 、
ねんなつ あき い こう きょうこう なか きょうこう とつにゅう にっていけいざい は めつ ふ か ひ

である（本紙 面・畑田治論文参照 。この中で中東、ウクライナ、東アジ10 ）
ほん し めん はた だ おさむろんぶんさんしょう なか ちゅうとう ひがし

アを３大焦点に、世界戦争の火がめらめらと燃え上がろうとする情勢がますま
だいしょうてん せ かいせんそう ひ も あ じょうせい

す深まっている。とりわけ朝鮮半島をめぐる情勢はただならぬ危機にある。
ふか ちょうせんはんとう じょうせい き き

これに対して ギリシャで 韓国で労働者階級のゼネスト決起が この大恐慌、 、 、
たい かんこく ろうどうしゃかいきゅう けっ き だいきょうこう

と戦争情勢の一切を根底から突き破り、革命的に転覆する勢いをもってたたき
せんそうじょうせい いっさい こんてい つ やぶ かくめいてき てんぷく いきお

つけられている。日本においても７・ を転換点に、まさに「戦争か革命か」15
に ほん てんかんてん せんそう かくめい

が真っ向から問われる巨大な大激動情勢に突入した。しかも今起きていること
ま こう と きょだい だいげきどうじょうせい とつにゅう いま お

はまだほんの始まりだ。ロシア革命が帝国主義戦争に対する労働者階級の勝利
はじ かくめい ていこくしゅ ぎ せんそう たい ろうどうしゃかいきゅう しょう り

としてかちとられたように、今日の大恐慌と戦争をプロレタリア世界革命の勝
こんにち だいきょうこう せんそう せ かいかくめい しょう

利に転化する闘いに、本格的に突入しなければならない。
り てん か たたか ほんかくてき とつにゅう
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⑵ロシア革命の教訓に学び全労働者階級の組織化へ
かくめい きょうくん まな ぜんろうどうしゃかいきゅう そ しき か

革命情勢の急速な接近に対して レーニンは ①１９１２年のプラハ協議会、 、
かくめいじょうせい きゅうそく せっきん たい ねん きょう ぎ かい

、 「 」でうち立てた路線 ②１９１５年に発表した 第２インターナショナルの崩壊
た ろ せん ねん はっぴょう だい ほうかい

と題する論文（レーニン全集第 巻所収）で提起した内容、さらに③１９１21
だい ろんぶん ぜんしゅうだい かんしょしゅう てい き ないよう

７年「４月テーゼ」という三つの歴史的契機をとおして、ロシア革命勝利に向
ねん がつ みっ れき し てきけい き かくめいしょう り む

けた路線的・戦略的準備を行ったということができる。この三つの課題を同
ろ せんてき せんりゃくてきじゅん び おこな みっ か だい どう

時的に実現することに、今日の中期階級決戦において、新自由主義的帝国主義
じ てき じつげん こんにち ちゅう き かいきゅうけっせん しん じ ゆうしゅ ぎ てきていこくしゅ ぎ

を打倒し、現代のプロレタリア世界革命を達成する道がある。実践的には、国鉄
だ とう げんだい せ かいかくめい たっせい みち じっせんてき こくてつ

決戦を基軸に階級的労働運動を白熱的に推進し、労働組合の拠点建設をもって
けっせん き じく かいきゅうてきろうどううんどう はくねつてき すいしん ろうどうくみあい きょてんけんせつ

ゼネストをかちとり プロレタリア世界革命へ向かっていく戦略的・路線的課題、
せ かいかくめい む せんりゃくてき ろ せんてき か だい

。 「 」 。を鮮明にさせることである その意味で 三つの歴史的契機 は一体なのである
せんめい い み みっ れき し てきけい き いったい

プラハ協議会の路線
きょう ぎ かい ろ せん

レーニンとボルシェビキによって組織された１９１２年１月のプラハ協議会
そ しき ねん がつ きょう ぎ かい

（ロシア社会民主労働党第６回全国協議会）は、実質的な再建党大会としてあ
しゃかいみんしゅろうどうとうだい かいぜんこくきょう ぎ かい じっしつてき さいけんとうたいかい

り、反動期の困難をのりこえ、ストやデモが次々と爆発する労働運動の新たな高
はんどう き こんなん つぎつぎ ばくはっ ろうどううんどう あら こう

揚局面の中で、労働者階級の組織化へ全面的にうって出る方針と体制をうち固
ようきょくめん なか ろうどうしゃかいきゅう そ しき か ぜんめんてき で ほうしん たいせい かた

めた。

そこでは、①「合法的な労働団体のできるだけ広い網にとり巻かれた非合法の
ごうほうてき ろうどうだんたい ひろ あみ ま ひ ごうほう

」、 「 、 （ 、 ）党細胞をつくる ② 非合法の党組織は 経済闘争 ストライキ スト委員会等
とうさいぼう ひ ごうほう とう そ しき けいざいとうそう い いんかいとう
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の指導に最も活発に参加し この分野で 非合法の党細胞と労働組合との協 力、 、
し どう もっと かっぱつ さん か ぶん や ひ ごうほう とうさいぼう ろうどうくみあい きょうりょく

をうち立てる 、③「社会民主主義（＝社会主義・共産主義）を文献によって」
た しゃかいみんしゅしゅ ぎ しゃかいしゅ ぎ きょうさんしゅ ぎ ぶんけん

体系的に扇動し、規則的かつ頻繁に発行される非合法の党新聞をとくに規則正し
たいけいてき せんどう き そくてき ひんぱん はっこう ひ ごうほう とうしんぶん き そくただ

く普及させる」とともに、④きたるべき第４国会の選挙に積極的に候補者を立
ふ きゅう だい こっかい せんきょ せっきょくてき こう ほ しゃ た

てて闘う、という方針が確立された。
たたか ほうしん かくりつ

それはきたるべきロシア革命に向かっての党の実践活動の明確な方針をうち立
かくめい む とう じっせんかつどう めいかく ほうしん た

てるものであった。そしてこの実践方針を断固として貫くために、あいまいで
じっせんほうしん だん こ つらぬ

非実践的なメンシェビキや解党主義者を徹底批判し、退けて「党の再建」をか
ひ じっせんてき かいとうしゅ ぎ しゃ てってい ひ はん しりぞ とう さいけん

ちとった。この実践方針と組織方針こそが、 年ロシア革命への決定的準備と17
じっせんほうしん そ しきほうしん ねん かくめい けっていてきじゅん び

なったのである 同時に決定的なのは この革命に向けた党の準備を 第１次大戦。 、 、
どう じ けっていてき かくめい む とう じゅん び だい じ たいせん

の切迫を前に、現実の戦争と闘いぬく党の体制の先制的な構築として進めたこ
せっぱく まえ げんじつ せんそう たたか とう たいせい せんせいてき こうちく すす

とであった。

社会排外主義と対決
しゃかいはいがいしゅ ぎ たいけつ

１９１５年に発表した「第２インターの崩壊」では、レーニンは、戦争が革
ねん はっぴょう だい ほうかい せんそう かく

命情勢をつくり出すという立場から革命情勢とは何かを明らかにした。そして
めいじょうせい だ たち ば かくめいじょうせい なに あき

この革命情勢を現実の革命に転化するために 強 力な革命的階級の能力と結「
かくめいじょうせい げんじつ かくめい てん か きょうりょく かくめいてきかいきゅう のうりょく むす

びつく ことを提起した すなわち 革命情勢下における 社会主義者の基本的」 。 、 「
てい き かくめいじょうせい か しゃかいしゅ ぎ しゃ き ほんてき

な義務 として ① 革命的情勢が現存することを大衆に明らかにし この情勢」 、「 、
ぎ む かくめいてきじょうせい げんそん たいしゅう あき じょうせい

の広さと深さを説明し、プロレタリアートの革命的自覚と革命的決意を呼びさま
ひろ ふか せつめい かくめいてき じ かく かくめいてきけつ い よ

し ② プロレタリアートをたすけて革命的行動にうつらせ ③この方向で活動」、 「 」、
かくめいてきこうどう ほうこう かつどう

するために革命的情勢に応じた組織をつくり出すという 宣伝・扇動と組織活動、
かくめいてきじょうせい おう そ しき だ せんでん せんどう そ しきかつどう
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の全面的変革を提起したのである。
ぜんめんてきへんかく てい き

いまひとつは、当時の第２インター指導部の「祖国防衛 「自衛戦争」容認を」
とう じ だい し どう ぶ そ こくぼうえい じ えいせんそう ようにん

徹底的に弾劾し 彼らは この帝国主義的 植民地的 略奪的な戦争を 国民、「（ ） 、 、 、
てっていてき だんがい かれ ていこくしゅ ぎ てき しょくみん ち てき りゃくだつてき せんそう こくみん

的、防衛的な戦争に見せかけようと全力をつくしている、あらゆる国のブルジ
てき ぼうえいてき せんそう み ぜんりょく くに

ョアジーの利己的なうそをくりかえし……労働者をまったく欺瞞（ぎまん）して
り こ てき ろうどうしゃ ぎ まん

いる」と批判しつくしたことである。そしてこうした「社会排外主義」＝日和見
ひ はん しゃかいはいがいしゅ ぎ ひ より み

主義の「主要な点は階級 協 調の思想である」と暴いている。
しゅ ぎ しゅよう てん かいきゅうきょうちょう し そう あば

前者と後者は一体である 戦争法案に一見 口先で反対しても 実際に戦争情勢。 、 、
ぜんしゃ こうしゃ いったい せんそうほうあん いっけん くちさき はんたい じっさい せんそうじょうせい

に突入したとき 職場生産点で 階級 協 調 を断固拒否し 絶対反対で資本、 「 」 、
とつにゅう しょく ば せいさんてん かいきゅうきょうちょう だん こ きょ ひ ぜったいはんたい し ほん

と非和解的に 闘 い 「自国政府打倒」を掲げて革命に向けて 闘 わなければ、、
ひ わ かいてき たたか じ こくせい ふ だ とう かか かくめい む たたか

「自国防衛」と称した帝国主義戦争に一挙に雪崩をうって加担する結果になっ
じ こくぼうえい しょう ていこくしゅ ぎ せんそう いっきょ な だ れ か たん けっ か

てしまう。レーニンは第２インター指導部のこの「自国防衛」の体制内思想を打
だい し どう ぶ じ こくぼうえい たいせいない し そう う

ち破ってこそ、真の革命情勢が切り開かれることを徹底的にこだわって明らか
やぶ しん かくめいじょうせい き ひら てっていてき あき

にしているのである。

「４月テーゼ」の提起
がつ てい き

１９１７年の「４月テーゼ」は、レーニンが２月革命を受けて帰国した翌日、
ねん がつ がつかくめい う き こく よくじつ

４月４日に「現在の革命におけるプロレタリアートの任務について」と題してう
がつよっ か げんざい かくめい にん む だい

ち出した文書（レーニン全集第 巻所収）である。24
だ ぶんしょ ぜんしゅうだい かんしょしゅう

「 」 、 、 「 」４月テーゼ において重要なのは 第一に 現在の戦争を 帝国主義強盗戦争
がつ じゅうよう だいいち げんざい せんそう ていこくしゅ ぎ ごうとうせんそう

と規定し、ボルシェビキ内にもあった「祖国防衛主義」への動揺と屈服を徹底的
き てい ない そ こくぼうえいしゅ ぎ どうよう くっぷく てっていてき

に批判するとともに 特筆すべきは 資本を倒さなければ戦争は終わらない と訴、 「 」
ひ はん とくひつ し ほん たお せんそう お うった
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えたことだ。

第二に、ソビエトの臨時政府支持をやめ 「全国家権力を労働者代表ソビエ、
だい に りん じ せい ふ し じ ぜんこっ か けんりょく ろうどうしゃだいひょう

トに移行する ことをうち出し プロレタリア独裁権力をうち立てるべきと主張」 、
い こう だ どくさいけんりょく た しゅちょう

したことである。ここに「プロレタリア革命綱領」への決定的飛躍がうち出さ
かくめいこうりょう けっていてき ひ やく だ

れたのだ。

第三に 「いっさいの小ブルジョア的な日和見主義的分子のブロックにくら、
だいさん しょう てき ひ より み しゅ ぎ てきぶん し

べて わが党が大多数の労働者代表ソビエト内で少数派であるという事実 を認、 」
とう だい た すう ろうどうしゃだいひょう ない しょうすう は じ じつ みと

めることを求め 「忍耐づよく、系統的に、根気よく、とくに大衆の実践的必要、
もと にんたい けいとうてき こん き たいしゅう じっせんてきひつよう

に適応したやり方で、彼らの戦術の誤り（臨時政府支持、祖国防衛主義など）
てきおう かた かれ せんじゅつ あやま りん じ せい ふ し じ そ こくぼうえいしゅ ぎ

」 。「 」を説明することのほかにはありえない と述べていることである ４月テーゼ
せつめい の がつ

において、ある意味ではこの点が最も重要である。レーニンは、この大衆へ
い み てん もっと じゅうよう たいしゅう

の説明と宣伝によるプロレタリアートの階級意識の形成と変革、そのことをと
せつめい せんでん かいきゅう い しき けいせい へんかく

おした少数派から多数派への飛躍に、総力を傾けるのである。
しょうすう は た すう は ひ やく そうりょく かたむ

このレーニンの帝国主義強盗戦争と資本への弾劾、祖国防衛の徹底的な拒否、
ていこくしゅ ぎ ごうとうせんそう し ほん だんがい そ こくぼうえい てっていてき きょ ひ

臨時政府への絶対反対の姿勢 そして 全権力をソビエトへ のプロレタリア革命、 「 」
りん じ せい ふ ぜったいはんたい し せい ぜんけんりょく かくめい

の訴えは、労働者階級に圧倒的に支持され、現実の闘いの爆発の中で急速に
うった ろうどうしゃかいきゅう あっとうてき し じ げんじつ たたか ばくはつ なか きゅうそく

浸透した。そしてボルシェビキ党の内部で当初の否決をのりこえて承認され、
しんとう とう ない ぶ とうしょ ひ けつ しょうにん

、 。ボルシェビキは驚異的な党勢拡大に成功し ついに多数派に成長するのである
きょう い てき とうせいかくだい せいこう た すう は せいちょう

まさに路線の一致と勝利がかちとられるのだ。
ろ せん いっ ち しょう り

帝国主義論と国家論
ていこくしゅ ぎ ろん こっ か ろん

このように「４月テーゼ」は、めざましい勢いで労働者階級を獲得していっ
がつ いきお ろうどうしゃかいきゅう かくとく
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た。その核心には 「大衆への説明と宣伝」に勝利するレーニンの路線と、そ、
かくしん たいしゅう せつめい せんでん しょう り ろ せん

『 』（ ）、『 』（ ）の土台としての 帝国主義論 年４月発刊 国家と革命 年８〜９月執筆17 17
ど だい ていこくしゅ ぎ ろん ねん がつはっかん こっ か かくめい ねん がつしっぴつ

の革命理論が確固として横たわっていた。まさに「４月テーゼ」には、マルクス
かくめい り ろん かっ こ よこ がつ

主義が脈打っていたのである。
しゅ ぎ みゃく う

『帝国主義論』は、帝国主義戦争の不可避性とその階級的性格を徹底的に明
ていこくしゅ ぎ ろん ていこくしゅ ぎ せんそう ふ か ひ せい かいきゅうてきせいかく てっていてき あき

、 「 」 、らかにするとともに 戦争に対する 社会排外主義 的裏切りの弾劾をとおして
せんそう たい しゃかいはいがいしゅ ぎ てきうら ぎ だんがい

帝国主義戦争のプロレタリア革命への転化を指し示した 『国家と革命』は『帝。
ていこくしゅ ぎ せんそう かくめい てん か さ しめ こっ か かくめい てい

』 。 、国主義論 と表裏の関係にある レーニンは国家の階級的本質を明らかにして
こくしゅ ぎ ろん ひょう り かんけい こっ か かいきゅうてきほんしつ あき

この国家の幻想性と暴力性に屈服する「祖国擁護」の社会排外主義を徹底的に
こっ か げんそうせい ぼうりょくせい くっぷく そ こくよう ご しゃかいはいがいしゅ ぎ てっていてき

批判している。
ひ はん

国家の暴力性への屈服は、国家の虚偽の共同性＝政治暴力に立ち向かう階
こっ か ぼうりょくせい くっぷく こっ か きょ ぎ きょうどうせい せい じ ぼうりょく た む かい

級的共同性の解体となる。これと帝国主義戦争の容認とは一体である。言いか
きゅうてききょうどうせい かいたい ていこくしゅ ぎ せんそう ようにん いったい い

えれば国家の政治暴力の発動は、労働者階級の階級的共同性を奪い、解体し
こっ か せい じ ぼうりょく はつどう ろうどうしゃかいきゅう かいきゅうてききょうどうせい うば かいたい

ていく。帝国主義戦争とは、その究 極的な形態である。だが同時に、それは労
ていこくしゅ ぎ せんそう きゅうきょくてき けいたい どう じ ろう

働者階級の階級的共同性を奪還していく労働組合によるストライキ、ゼネス
どうしゃかいきゅう かいきゅうてききょうどうせい だっかん ろうどうくみあい

トの階級的意義を明らかにするものである。同時に戦争と対決する、ゼネスト
かいきゅうてき い ぎ あき どう じ せんそう たいけっ

による労働者階級の国際連帯＝国際的共同性獲得の巨大な意義もまた鮮明とな
ろうどうしゃかいきゅう こくさいれんたい こくさいてききょうどうせいかくとく きょだい い ぎ せんめい

るのである。

Ⅳ国鉄決戦の前進で労働組合をめぐる党派闘争に勝ち抜こう
こくてつけっせん ぜんしん ろうどうくみあい とう は とうそう か ぬ

日帝・安倍は、底知れない危機にある。安倍のアベノミクスと戦争・改憲攻撃
にってい あ べ そこ し き き あ べ せんそう かいけんこうげき

、 、 （ ）の大破綻により 日帝権力・ブルジョア支配階級の動揺と分裂 瓦解 がかい
だい は たん にっていけんりょく し はいかいきゅう どうよう ぶんれつ が かい
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はこれからさらに急速に深まっていく。とりわけ今日、自民党を成り立たせて
きゅうそく ふか こんにち じ みんとう な た

きた地方組織の利権構造と基盤が、国鉄分割・民営化と新自由主義の崩壊がもた
ち ほう そ しき り けんこうぞう き ばん こくてつぶんかつ みんえい か しん じ ゆうしゅ ぎ ほうかい

らした「地方消滅」の危機により、総崩壊を開始している。９月安保国会へ向
ち ほうしょうめつ き き そうほうかい かい し がつあん ぽ こっかい む

けて安倍の危機はますます深まる。
あ べ き き ふか

第一は、安倍の一切の延命をかけた「戦後 年攻撃」が破綻し粉砕されてし70
だいいち あ べ いっさい えんめい せん ご ねんこうげき は たん ふんさい

まったことにある。安倍は「戦後レジームからの脱却」という国家主義をみず
あ べ せん ご だっきゃく こっ か しゅ ぎ

からのイデオロギーの根幹において、戦争・改憲攻撃をしかけてきた。今や安倍
こんかん せんそう かいけんこうげき いま あ べ

は、その土台となる国家主義＝「戦後 年攻撃」を、下からの運動などをとお70
ど だい こっ か しゅ ぎ せん ご ねんこうげき か うんどう

して扇動・組織することができないまま、戦争法案の強行にのめりこむという
せんどう そ しき せんそうほうあん きょうこう

絶望的危機にある。
ぜつぼうてき き き

第二に、安倍の戦争・改憲攻撃とは、一握りのブルジョアジーの延命のための
だい に あ べ せんそう かいけんこうげき ひとにぎ えんめい

新自由主義の階級戦争攻撃である。労働者階級人民の労働、生活、生存のすべ
しん じ ゆうしゅ ぎ かいきゅうせんそうこうげき ろうどうしゃかいきゅうじんみん ろうどう せいかつ せいぞん

てを食い物にする新自由主義が、日帝経済の破滅によってその崩壊を決定的に深
く もの しん じ ゆうしゅ ぎ にっていけいざい は めつ ほうかい けっていてき ふか

め、階級的激突は非和解的に激化していくのである。
かいきゅうてきげきとつ ひ わ かいてき げき か

第三に、安倍は、この新自由主義の支配と延命のための国家主義と階級戦争
だいさん あ べ しん じ ゆうしゅ ぎ し はい えんめい こっ か しゅ ぎ かいきゅうせんそう

攻撃を、破綻すればするほどますます国家暴力＝ブルジョア独裁をもって労働
こうげき は たん こっ か ぼうりょく どくさい ろうどう

者人民に強制する以外にない。議会の多数派を武器にして、この国家暴力を、
しゃじんみん きょうせい い がい ぎ かい た すう は ぶ き こっ か ぼうりょく

ブルジョア国家とブルジョア議会の幻想への服従をもって発動しようというの
こっ か ぎ かい げんそう ふくじゅう はつどう

だ。

そもそも集団的自衛権行使の戦争法案の本質は、違憲というレベルにとどま
しゅうだんてき じ えいけんこう し せんそうほうあん ほんしつ い けん

らず 「憲法停止」の国家暴力の発動である。１９３０年代のドイツでナチス、
けんぽうてい し こっ か ぼうりょく はつどう ねんだい

が政権の座につくや否や、ワイマール憲法を停止して第２次大戦への道を突き進
せいけん ざ いな けんぽう てい し だい じ たいせん みち つ すす

んだのと同じだ。この日帝・安倍のナチスばりの断末魔のあがきを救済してい
おな にってい あ べ だんまつ ま きゅうさい
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、 、「 」 「 」るのが ブルジョア国家と議会への幻想をあおり 祖国擁護 の 自衛戦争容認
こっ か ぎ かい げんそう そ こくよう ご じ えいせんそうようにん

を唱える日本共産党スターリン主義である。帝国主義とそれと一体となったス
とな に ほんきょうさんとう しゅ ぎ ていこくしゅ ぎ いったい

、 「 」 「 」ターリン主義による 国家の 幻想的共同性 を振りかざした 人間的共同性
しゅ ぎ こっ か げんそうてききょうどうせい ふ にんげんてききょうどうせい

の根源的破壊に対して、まさに労働者階級の「共同性」＝団結を奪還し、階
こんげんてき は かい たい ろうどうしゃかいきゅう きょうどうせい だんけつ だっかん かい

級的労働運動・労働組合運動と国際的連帯で闘うことこそ、労働者階級人民
きゅうてきろうどううんどう ろうどうくみあいうんどう こくさいてきれんたい たたか ろうどうしゃかいきゅうじんみん

の歴史的飛躍点となるのである。
れき し てき ひ やくてん

９月決戦の大爆発を
がつけっせん だいばくはつ

安倍の、９月 日まで 日間の国会延長による戦争法案強行には、総破綻27 95
あ べ がつ にち にちかん こっかいえんちょう せんそうほうあんきょうこう そう は たん

の危機が待っている。７・ 〜 の衆院強行採決によって 「 日ルール」15 16 60、
き き ま しゅういんきょうこうさいけつ にち

の適用が可能となる９月 日までの参院攻防と、９・ 以降の衆院再可決を1 4 14
てきよう か のう がつ じゅうよっ か さんいんこうぼう い こう しゅういんさい か けつ

めぐっての「９月決戦」へと安保国会決戦は完全にせりあがっている。
がつけっせん あん ぽ こっかいけっせん かんぜん

９月はまた、世界大恐慌―「恐慌の中の恐慌」の激化情勢がさらに決定的
がつ せ かいだいきょうこう きょうこう なか きょうこう げき か じょうせい けっていてき

。 、 、 、に進行する時だ ギリシャ・欧州危機 中国バブルの崩壊 米帝危機が爆発し
しんこう とき おうしゅう き き ちゅうごく ほうかい べいてい き き ばくはつ

それは日帝経済の破滅として最も激しく安倍政権と新自由主義を直撃するの
にっていけいざい は めつ もっと はげ あ べ せいけん しん じ ゆうしゅ ぎ ちょくげき

だ。

安倍と日帝ブルジョアジーは、戦争法案の推進と一体で、連合らの体制内幹部
あ べ にってい せんそうほうあん すいしん いったい れんごう たいせいないかん ぶ

を先兵として、労働者階級への戦争動員と労働基本権剥奪（はくだつ）の攻撃
せんぺい ろうどうしゃかいきゅう せんそうどういん ろうどう き ほんけんはくだつ こうげき

を一挙に強めている。今国会での労働者派遣法改悪、秋の臨時国会での残業代
いっきょ つよ こんこっかい ろうどうしゃ は けんほうかいあく あき りん じ こっかい ざんぎょうだい

ゼロ・過労死法案の強行、解雇の金銭解決をうち出している。まさにこれから
か ろう し ほうあん きょうこう かい こ きんせんかいけつ だ

、 、解雇の自由化と無制限の労働強化 一層の貧困と低賃金化が労働者階級を襲い
かい こ じ ゆう か む せいげん ろうどうきょう か いっそう ひんこん ていちんぎん か ろうどうしゃかいきゅう おそ

生きることのできない現実を激しく強制しようとしている。さらには社会保障
い げんじつ はげ きょうせい しゃかい ほ しょう
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解体による医療・介護の破壊をはじめ、生活と生存、生命を踏みにじる攻撃が
かいたい い りょう かい ご は かい せいかつ せいぞん せいめい ふ こうげき

次々としかけられている。
つぎつぎ

さらには 自治体・教育・郵政の民営化・外注化・非正規職化 地方・地域、 、
じ ち たい きょういく ゆうせい みんえい か がいちゅう か ひ せい き しょく か ち ほう ち いき

の丸ごと民営化攻撃が、公務員労働運動の解体、全労働組合の解体として、激し
まる みんえい か こうげき こう む いんろうどううんどう かいたい ぜんろうどうくみあい かいたい はげ

く進行し始めている。これら一切の攻撃の基軸こそ、ＪＲの外注化・非正規職
しんこう はじ いっさい こうげき き じく がいちゅう か ひ せい き しょく

化攻撃である。
か こうげき

９月決戦を基軸的に牽引するのは、国鉄決戦である。９・５楢葉町帰還攻撃と
がつけっせん き じくてき けんいん こくてつけっせん なら は まち き かんこうげき

闘い、 ・１外注化を迎え撃ち、 ・１動労千葉への千葉運転区廃止攻撃との10 11
たたか がいちゅう か むか う どうろう ち ば ち ば うんてん く はい し こうげき

激突へと攻防は発展する。９月の各地区国鉄集会を、動労総連合を全国に建設
げきとつ こうぼう はってん がつ かく ち く こくてつしゅうかい どうろうそうれんごう ぜんこく けんせつ

する最大の飛躍点としてかちとり、外注化阻止・非正規職撤廃の第２の分割・
さいだい ひ やくてん がいちゅう か そ し ひ せい き しょくてっぱい だい ぶんかつ

民営化攻防の正念場に突き進むのだ。今こそ国鉄決戦・４大産別決戦で青年労
みんえい か こうぼう しょうねん ば つ すす いま こくてつけっせん よんだいさんべつけっせん せいねんろう

働者を獲得しよう。
どうしゃ かくとく

９月決戦は 最大の国会決戦であると同時に 最大の国鉄決戦であり この死闘、 、 、
がつけっせん さいだい こっかいけっせん どう じ さいだい こくてつけっせん し とう

をとおして 月集会が壮大に切り開かれる。８月闘争に勝ちぬき、９月決戦に11
がつしゅうかい そうだい き ひら がつとうそう か がつけっせん

勝利し、 月へ進撃しよう。11
しょう り がつ しんげき

第２の分割・民営化攻撃を粉砕しよう！
だい ぶんかつ みんえい か こうげき ふんさい

９月決戦を突破口として、 〜 月決戦、さらに２０１６年の決戦へ、労働10 11
がつけっせん とっ ぱ こう がつけっせん ねん けっせん ろうどう

者階級の団結解体か革命かの攻防がますます労働組合をめぐる死闘として闘わ
しゃかいきゅう だんけつかいたい かくめい こうぼう ろうどうくみあい し とう たたか

れる。

国鉄決戦こそ 戦後労働運動において 何よりも国鉄分割・民営化 さらに今日、 、 、
こくてつけっせん せん ご ろうどううんどう なに こくてつぶんかつ みんえい か こんにち

の第２の分割・民営化攻撃との攻防において、一貫して日本労働運動の存亡を決
だい ぶんかつ みんえい か こうげき こうぼう いっかん に ほんろうどううんどう そんぼう けっ
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する最大の戦場である。同時に、国鉄決戦にこそ、革共同の労働組合運動の全
さいだい せんじょう どう じ こくてつけっせん かくきょうどう ろうどうくみあいうんどう ぜん

到達地平が、動労千葉労働運動として凝 縮されている。このことをあらためて
とうたつ ち へい どうろう ち ば ろうどううんどう ぎょうしゅく

全力で確認したい。
ぜんりょく かくにん

国鉄決戦こそ、スターリン主義、反革命カクマル、社会民主主義の全党派がし
こくてつけっせん しゅ ぎ はんかくめい しゃかいみんしゅしゅ ぎ ぜんとう は

のぎを削る一大党派闘争の場である。だからこそ、その全党派を解体し翼賛化す
けず いちだいとう は とうそう ば ぜんとう は かいたい よくさん か

る日帝・ＪＲ資本の労働組合解体攻撃が、第２の分割・民営化としてしかけられ
にってい し ほん ろうどうくみあいかいたいこうげき だい ぶんかつ みんえい か

ている。だがＪＲ資本こそ日帝ブルジョアジーの中枢であり、階級支配の最大
し ほん にってい ちゅうすう かいきゅう し はい さいだい

の焦点であり、最大の破綻点である。このＪＲのど真ん中に、革共同 年の50
しょうてん さいだい は たんてん ま なか かくきょうどう ねん

全到達地平である動労千葉労働運動を全面展開する動労総連合の全国的建設をか
ぜんとうたつ ち へい どうろう ち ば ろうどううんどう ぜんめんてんかい どうろうそうれんごう ぜんこくてきけんせつ

ちとる、待ったなしの秋（とき）が来たのである。
ま とき き

すでにＪＲの関連・下請けの労働者の間に怒りが充満し、みずから労働組合
かんれん した う ろうどうしゃ あいだ いか じゅうまん ろうどうくみあい

をつくり、ストライキに決起するという事態が雪崩をうって始まっている。
けっ き じ たい な だ れ はじ

この情勢下で出された６・ 最高裁棄却決定は、逆にこの大反動を餌食と30
じょうせい か だ さいこうさい き きゃくけってい ぎゃく だいはんどう え じき

して １０４７名闘争を先端に 解雇撤回闘争への全労働者階級の総決起を促進、 、
めいとうそう せんたん かい こ てっかいとうそう ぜんろうどうしゃかいきゅう そうけっ き そくしん

させるものである。

第一に、解雇撤回こそ、すべての労働者にとっての第一級の課題である。と
だいいち かい こ てっかい ろうどうしゃ だいいっきゅう か だい

くに青年労働者の未来をかけた闘いである。
せいねんろうどうしゃ み らい たたか

第二に、解雇撤回は、今や非正規職撤廃と完全に一体の闘いである。
だい に かい こ てっかい いま ひ せい き しょくてっぱい かんぜん いったい たたか

第三に、解雇撤回は労働組合の階級的原則であり、生命線である。だが同時
だいさん かい こ てっかい ろうどうくみあい かいきゅうてきげんそく せいめいせん どう じ

に、階級的労働運動の絶対反対、階級的団結の路線以外に闘えないのだ。
かいきゅうてきろうどううんどう ぜったいはんたい かいきゅうてきだんけつ ろ せん い がい たたか

、 、 。 、第四に 解雇撤回は ゼネスト情勢を切り開く闘いである また解雇撤回は
だいよん かい こ てっかい じょうせい き ひら たたか かい こ てっかい

ゼネストによって勝利することができる。
しょう り
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非正規職撤廃闘争は新自由主義粉砕の環
ひ せい き しょくてっぱいとうそう しん じ ゆうしゅ ぎ ふんさい かん

今日、国鉄決戦を基軸とする階級的労働運動路線は、正規雇用と非正規雇用
こんにち こくてつけっせん き じく かいきゅうてきろうどううんどう ろ せん せい き こ よう ひ せい き こ よう

の分断をこえた単一の労働組合をつくり出し、プロレタリア革命戦略の決定的
ぶんだん たんいつ ろうどうくみあい だ かくめいせんりゃく けっていてき

地平を具体的に実現しようとしている。それが動労総連合建設と合同・一般労組
ち へい ぐ たいてき じつげん どうろうそうれんごうけんせつ ごうどう いっぱんろう そ

全国協議会の両輪的な建設である。
ぜんこくきょう ぎ かい りょうりんてき けんせつ

６・ 最高裁決定は、国鉄分割・民営化が戦後労働法制改悪の突破口となり、30
さいこうさいけってい こくてつぶんかつ みんえい か せん ご ろうどうほうせいかいあく とっ ぱ こう

労働者階級全体に非正規職化が全面的に拡大していった新自由主義の歴史的現
ろうどうしゃかいきゅうぜんたい ひ せい き しょく か ぜんめんてき かくだい しん じ ゆうしゅ ぎ れき し てきげん

実を浮かび上がらせた。それは国鉄決戦が生み出した非正規職撤廃闘争を、こ
じつ う あ こくてつけっせん う だ ひ せい き しょくてっぱいとうそう

れから全産別・全階級の課題としてますます発展させることに、階級的労働運
ぜんさんべつ ぜんかいきゅう か だい はってん かいきゅうてきろうどううん

動の決定的な飛躍点があるということを示している。
どう けっていてき ひ やくてん しめ

非正規職撤廃は、最末期帝国主義である新自由主義との闘いである。だから
ひ せい き しょくてっぱい さいまっ き ていこくしゅ ぎ しん じ ゆうしゅ ぎ たたか

非正規職撤廃は、今日の新自由主義の崩壊を決定的に促進させ、革命に行きつ
ひ せい き しょくてっぱい こんにち しん じ ゆうしゅ ぎ ほうかい けっていてき そくしん かくめい い

く闘いである。
たたか

非正規職化とは、労働者を分断し、労働組合を解体し、非人間的な労働強化
ひ せい き しょく か ろうどうしゃ ぶんだん ろうどうくみあい かいたい ひ にんげんてき ろうどうきょう か

。 、 、 。をもたらす 新自由主義の非正規職化は 社会を崩壊させ 戦争への道となる
しん じ ゆうしゅ ぎ ひ せい き しょく か しゃかい ほうかい せんそう みち

これに対して、非正規職労働者には労働者階級自己解放への根源的な欲求が
たい ひ せい き しょくろうどうしゃ ろうどうしゃかいきゅう じ こ かいほう こんげんてき よっきゅう

あふれ、人間が人間として生きるための労働を奪い返し、団結する力がある。
にんげん にんげん い ろうどう うば かえ だんけつ ちから

非正規職労働者こそ、闘う労働組合をつくり、新自由主義を打倒する階級的
ひ せい き しょくろうどうしゃ たたか ろうどうくみあい しん じ ゆうしゅ ぎ だ とう かいきゅうてき

共同性をうち立てることができる。ストライキに立ち上がり、民主労総のよう
きょうどうせい た た あ みんしゅろうそう

にゼネストを実現する先頭に立つことができるのである。
じつげん せんとう た

だからこそ非正規職撤廃は、全戦線、全労働者人民の闘いとして、１千万人
ひ せい き しょくてっぱい ぜんせんせん ぜんろうどうしゃじんみん たたか いっせんまんにん

と結合し獲得することのできる闘いである。それは非正規職撤廃をかちとる労
けつごう かくとく たたか ひ せい き しょくてっぱい ろう
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働者党、すなわち労働運動のできる党への飛躍を決定的に求めるのである。
どうしゃとう ろうどううんどう とう ひ やく けっていてき もと

今や全産別で、民営化・外注化阻止と非正規職撤廃をかちとり、非正規職
いま ぜんさんべつ みんえい か がいちゅう か そ し ひ せい き しょくてっぱい ひ せい き しょく

労働者を組織していく飛躍が求められる。それは全産別で、非正規職労働者を
ろうどうしゃ そ しき ひ やく もと ぜんさんべつ ひ せい き しょくろうどうしゃ

組織する階級の指導部、ゼネスト指導部をつくり出すことでもある。
そ しき かいきゅう し どう ぶ し どう ぶ だ

今日、日帝・新自由主義の歴史的大攻撃として、ＵＡゼンセン１５０万をもっ
こんにち にってい しん じ ゆうしゅ ぎ れき し てきだいこうげき まん

て連合の産業報国会化を狙う攻撃が、非正規職労働者の翼賛的反動的組織化を
れんごう さんぎょうほうこくかい か ねら こうげき ひ せい き しょくろうどうしゃ よくさんてきはんどうてき そ しき か

テコに策動されている。だがこの攻撃には決定的矛盾がある。生きていけない
さくどう こうげき けっていてき む じゅん い

非正規職に突き落としながらの１５０万の組織化は、実際にはきわめて薄弱な
ひ せい き しょく つ お まん そ しき か じっさい はくじゃく

ものであり ひとたび非正規職労働者から反撃の火の手が上がれば もはや連合、 、
ひ せい き しょくろうどうしゃ はんげき ひ て あ れんごう

の労働貴族は一挙に崩壊を始めるのだ 青年労働者こそ 非正規職労働者の団結。 、
ろうどう き ぞく いっきょ ほうかい はじ せいねんろうどうしゃ ひ せい き しょくろうどうしゃ だんけつ

をつくり、労働者階級の非和解の敵に転落した連合幹部を打倒する先頭に立と
ろうどうしゃかいきゅう ひ わ かい てき てんらく れんごうかん ぶ だ とう せんとう た

う。

日韓連帯の大発展を
にっかんれんたい だいはってん

韓国・民主労総は、４・ 第１波、７・ 第２波ゼネストをうちぬき、そのす24 15
かんこく みんしゅろうそう だい ぱ だい に は

べてをかけて今秋 月に向かっている。11
こんしゅう がつ む

民主労総ゼネストは、今夏から今秋にかけてますます大規模に継続・発展し
みんしゅろうそう こん か こんしゅう だい き ぼ けいぞく はってん

ていく とくに７・ ゼネストに続き ７・ に民主労総と韓国労総の金属 化学。 、 、15 22
つづ みんしゅろうそう かんこくろうそう きんぞく か がく

などの２大製造部門の労働組合が共同ストライキに突入したことは決定的であ
だいせいぞう ぶ もん ろうどうくみあい きょうどう とつにゅう けっていてき

る。さらに今後、９月 日には、２大労総の公共部門が共同してストライキ11
こん ご がつ にち だいろうそう こうきょう ぶ もん きょうどう

に立つことが決定されている。一昨年末、パククネ政権の鉄道民営化攻撃に対し
た けってい いっさくねんまつ せいけん てつどうみんえい か こうげき たい

て 日間もの大ストライキをたたきつけた鉄道労組が、再び一層強 力なスト23
にちかん だい てつどうろう そ ふたた いっそうきょうりょく



- 30 -

前進 第 号７～９面 夏季特別号政治路線論文2692

ライキに決起するための準備に入ろうとしている まさにプロレタリア革命へ向。
けっ き じゅん び はい かくめい む

かうゼネストが発展している。
はってん

そしてその一切は、今秋 ・ 全国労働者大会のパククネ打倒の全人民総蜂11 14
いっさい こんしゅう ぜんこくろうどうしゃたいかい だ とう ぜんじんみんそうほう

起の呼びかけへと絞り上げられ、闘われようとしている。この偉大な決起に対
き よ しぼ あ たたか い だい けっ き たい

し、日本でのこれまでとは次元を画する大連帯行動に総決起しよう。
に ほん じ げん かく だいれんたいこうどう そうけっ き

星野同志奪還に立て
ほし の どう し だっかん た

星野文昭同志は獄中 年、新自由主義攻撃と全面的に闘いぬいてきた。星40
ほし の ふみあきどう し ごくちゅう ねん しん じ ゆうしゅ ぎ こうげき ぜんめんてき たたか ほし

野同志への日帝権力の総力をあげたデッチあげ大弾圧は、 年安保・沖縄決戦70
の どう し にっていけんりょく そうりょく だいだんあつ ねんあん ぽ おきなわけっせん

の爆発に対する日帝の階級的報復攻撃であると同時に 「戦後の総決算」であ、
ばくはつ たい にってい かいきゅうてきほうふくこうげき どう じ せん ご そうけっさん

る国鉄分割・民営化と一体で全労働者階級にかけられた団結解体の攻撃として
こくてつぶんかつ みんえい か いったい ぜんろうどうしゃかいきゅう だんけつかいたい こうげき

あった 星野同志が最先頭で切り開いた完全黙秘・非転向の闘いこそ 国鉄分割。 、
ほし の どう し さいせんとう き ひら かんぜんもく ひ ひ てんこう たたか こくてつぶんかつ

・民営化絶対反対の闘いと同質であり、階級の 魂 を守りぬく闘いである。
みんえい か ぜったいはんたい たたか どうしつ かいきゅう たましい まも たたか

今日の「動労総連合を全国へ」の闘いは、絶対反対、階級的団結を掲げ、非
こんにち どうろうそうれんごう ぜんこく たたか ぜったいはんたい かいきゅうてきだんけつ かか ひ

正規職労働者と一体化していく闘いである。星野同志も非正規職労働者もと
せい き しょくろうどうしゃ いったい か たたか ほし の どう し ひ せい き しょくろうどうしゃ

もに生きるために闘い 階級の大地でつながっている 今や 星野同志の非転向、 。 、
い たたか かいきゅう だい ち いま ほし の どう し ひ てんこう

年の獄中闘争は、全階級を獲得するものとなっている。１千万労働者人民40
ねん ごくちゅうとうそう ぜんかいきゅう かくとく .せん まんろうどうしゃじんみん

と結合する最大の闘いとして星野同志奪還闘争の大発展をかちとろう。全証拠
けつごう さいだい たたか ほし の どう し だっかんとうそう だいはってん ぜんしょう こ

開示１００万人署名運動を全国でやりぬき、再審貫徹・星野同志解放の扉を今
かい じ まんにんしょめいうんどう ぜんこく さいしんかんてつ ほし の どう し かいほう とびら こん

秋決戦で必ず切り開こう。９・６徳島刑務所包囲闘争に総決起しよう。
しゅうけっせん かなら き ひら とくしまけい む しょほう い とうそう そうけっ き

労農同盟を強化して市東さんの農地守れ
ろうのうどうめい きょう か し とう のう ち まも
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三里塚闘争は、市東孝雄さんの農地を守りぬく決戦に突入した。東京高裁の
さん り づかとうそう し とうたか お のう ち まも けっせん とつにゅう とうきょうこうさい

６・ 反動判決は 「朝鮮有事」の「戦時徴用」の攻撃そのものである。同時12 、
はんどうはんけつ ちょうせんゆう じ せん じ ちょうよう こうげき どう じ

に、日帝による農地強奪の不法と不正義が全面的に暴かれたことに対する、敵権
にってい のう ち ごうだつ ふ ほう ふ せい ぎ ぜんめんてき あば たい てきけん

力の絶望的に追いつめられた姿を示している。全国農民会議を先頭に、全国で
りょく ぜつぼうてき お すがた しめ ぜんこくのうみんかい ぎ せんとう ぜんこく

市東さんの農地を守る会を立ち上げよう！ 労農連帯の階級的力で総反撃しよ
し とう のう ち まも かい た あ ろうのうれんたい かいきゅうてきちから そうはんげき

う。

労農同盟こそ、プロレタリア革命勝利にとって絶対不可欠の闘いである。新
ろうのうどうめい かくめいしょう り ぜったい ふ か けつ たたか しん

自由主義は労働者階級に対してだけでなく 農民の生活と生存をも徹底的に破壊、
じ ゆうしゅ ぎ ろうどうしゃかいきゅう たい のうみん せいかつ せいぞん てっていてき は かい

してきた。農業・農民問題はプロレタリア革命によってこそ解決される。すで
のうぎょう のうみんもんだい かくめい かいけつ

に動労水戸を軸とした市東さんの農地を守る会・茨城の結成という労農連帯の
どうろう み と じく し とう のう ち まも かい いばら き けっせい ろうのうれんたい

新たな地平が切り開かれている。これに続こう。
あら ち へい き ひら つづ

全国農民会議は、全国の農民の怒りと闘いの司令塔である。労農連帯の発展
ぜんこくのうみんかい ぎ ぜんこく のうみん いか たたか し れいとう ろうのうれんたい はってん

と一体で、その強化と発展が決定的である。
いったい きょう か はってん けっていてき

・ 三里塚全国結集闘争の大爆発をかちとろう 「最高裁・緊急５万人署10 11 。
さん り づかぜんこくけっしゅうとうそう だいばくはつ さいこうさい きんきゅう まんにんしょ

名」を武器に闘おう。
めい ぶ き たたか

基地労働者の決起で沖縄闘争勝利開こう
き ち ろうどうしゃ けっ き おきなわとうそうしょう り ひら

沖縄の青年労働者を先頭とするＩＪＢＳ労組の闘いには、戦後沖縄における
おきなわ せいねんろうどうしゃ せんとう ろう そ たたか せん ご おきなわ

基地労働者の闘いの 魂 が貫かれている。そして今、基地労働者がその不屈の
き ち ろうどうしゃ たたか たましい つらぬ いま き ち ろうどうしゃ ふ くつ

闘いの歴史を沖縄階級闘争の中によみがえらせ、力強く革命的に飛躍する時
たたか れき し おきなわかいきゅうとうそう なか ちからづよ かくめいてき ひ やく とき

が来ている。
き
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基地労働者の闘いは、とりわけ 年闘争以降、国鉄労働運動と一体で闘わ70
き ち ろうどうしゃ たたか ねんとうそう い こう こくてつろうどううんどう いったい たたか

れてきた とくに国鉄分割・民営化以降 新自由主義の民営化・労働組合解体攻撃。 、
こくてつぶんかつ みんえい か い こう しん じ ゆうしゅ ぎ みんえい か ろうどうくみあいかいたいこうげき

が 沖縄を 基地の島 として固定化すると同時に 非正規職の島 とする攻撃、 「 」 「 」
おきなわ き ち しま こ てい か どう じ ひ せい き しょく しま こうげき

として、全沖縄労働者、とりわけ基地労働者に最も激しく襲いかかった。基地
ぜんおきなわろうどうしゃ き ち ろうどうしゃ もっと はげ おそ き ち

労働者は今や、動労千葉の外注化阻止・非正規職撤廃の闘いと動労水戸の被
ろうどうしゃ いま どうろう ち ば がいちゅう か そ し ひ せい き しょくてっぱい たたか どうろう み と ひ

曝労働拒否の闘いを 反合・運転保安闘争路線のもとでともに自らの路線的柱、
ばくろうどうきょ ひ たたか はんごう うんてん ほ あんとうそう ろ せん みずか ろ せんてきはしら

としてうち立て、総決起する時が来た。
た そうけっ き とき き

辺野古新基地建設阻止・米軍基地撤去を求める沖縄闘争の勝利の道は、基地
へ の こ しん き ち けんせつ そ し べいぐん き ち てっきょ もと おきなわとうそう しょう り みち き ち

労働者を先頭とする「基地の島」から「国際連帯の島」への飛躍の中にある。今
ろうどうしゃ せんとう き ち しま こくさいれんたい しま ひ やく なか いま

こそ「オール沖縄」を打ち破り、労働者階級の力で沖縄を再び革命の火薬庫
おきなわ う やぶ ろうどうしゃかいきゅう ちから おきなわ ふたた かくめい か やく こ

にする闘いを押し開こう。
たたか お ひら

改憲阻止１千万署名運動の巨大な発展を
かいけん そ し .せんまんしょめいうんどう きょだい はってん

７・５集会の大成功をかちとった地平に立ち 「戦争絶対反対！ 許すな改、
しゅうかい だいせいこう ち へい た せんそうぜったいはんたい ゆる かい

憲！ １０００万署名運動」の巨大な発展をかちとろう。
けん まんしょめいうんどう きょだい はってん

この闘いは、安倍・桜井よしこ＝日本会議の改憲推進１千万署名、日共ス
たたか あ べ さくら い に ほんかい ぎ かいけんすいしん .せんまんしょめい にっきょう

ターリン主義による 自衛戦争 容認の 改憲反対 １千万署名と真っ向から激突「 」 「 」
しゅ ぎ じ えいせんそう ようにん かいけんはんたい .せんまんしょめい ま こう げきとつ

する。だからこそ、労働組合が中心に立って、地域から１千万人の決起を新た
ろうどうくみあい ちゅうしん た ち いき いっせんまんにん けっ き あら

に獲得する陣形をつくる目的意識性をもった署名運動として、闘いぬくことが
かくとく じんけい もくてき い しきせい しょめいうんどう たたか

必要である 拠点地区を決め 学習会 署名活動者会議を積み重ねて 大きく大。 、 、 、
ひつよう きょてん ち く き がくしゅうかい しょめいかつどうしゃかい ぎ つ かさ おお おお

きく発展させよう。
はってん
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戦時治安弾圧粉砕へ
せん じ ち あんだんあつふんさい

日帝・安倍政権は戦争法案の強行と一体で 「現代の治安維持法」ともいう、
にってい あ べ せいけん せんそうほうあん きょうこう いったい げんだい ち あん い じ ほう

べき戦時治安弾圧立法攻撃にのりだしている 新捜査手法 と銘打ったこの攻撃。「 」
せん じ ち あんだんあつりっぽうこうげき しんそう さ しゅほう めい う こうげき

は 盗聴の無制限・大幅な拡大と デッチあげ弾圧を容易にするための刑事免責、 、
とうちょう む せいげん おおはば かくだい だんあつ よう い けい じ めんせき

・証人隠し・司法取引の導入を柱とする重大攻撃だ。公安警察に大きな権限
しょうにんかく し ほうとりひき どうにゅう はしら じゅうだいこうげき こうあんけいさつ おお けんげん

を与えて反戦闘争や反原発闘争、労働運動・革命運動を破壊しようとすることこ
あた はんせんとうそう はんげんぱつとうそう ろうどううんどう かくめいうんどう は かい

そが目的である。本年１月に結成された現代の治安維持法と闘う会を先頭に、
もくてき ほんねん がつ けっせい げんだい ち あん い じ ほう たたか かい せんとう

絶対に粉砕しつくそう。
ぜったい ふんさい

裁判員制度廃止の大運動をさらに推進しよう。闘う弁護士戦線の一層の強化
さいばんいんせい ど はい し だいうんどう すいしん たたか べん ご し せんせん いっそう きょう か

・発展をかちとろう。
はってん

全国に自治会建設し学生運動の大隊列を
ぜんこく じ ち かいけんせつ がくせいうんどう だいたいれつ

全国学生運動は、安保・戦争国会への怒りの先頭で闘い、７・ 国会闘争の15
ぜんこくがくせいうんどう あん ぽ せんそうこっかい いか せんとう たたか こっかいとうそう

高揚を牽引した。１・ 通常国会開会日闘争に始まり、沖縄全島ゼネスト情勢26
こうよう けんいん つうじょうこっかいかいかい び とうそう はじ おきなわぜんとう じょうせい

と結合して４・ 沖縄デー闘争と５月沖縄現地闘争を闘った。５・ 閣議決定28 14
けつごう おきなわ とうそう がつおきなわげん ち とうそう たたか かく ぎ けってい

を受けての国会攻防に対し、６・ ―７・１―７・ 〜 と連続的国会闘争を15 15 16
う こっかいこうぼう たい れんぞくてきこっかいとうそう

たたきつけた さらに 沖縄大 京都大 東北大で学生自治会執行部選挙に勝利。 、 、 、
おきなわだい きょう と だい とうほくだい がくせい じ ち かいしっこう ぶ せんきょ しょう り

し「ゼネスト執行部」を樹立した。この中でマルクス主義学生同盟中核派への
しっこう ぶ じゅりつ なか しゅ ぎ がくせいどうめいちゅうかく は

、 。感動的決起が次々と生み出され 全国大学反戦ゼネストの展望を切り開いてきた
かんどうてきけっ き つぎつぎ う だ ぜんこくだいがくはんせん てんぼう き ひら

８〜９月決戦を闘う学生戦線の方針は鮮明だ 第一に 侵略戦争を実力阻止。 、
がつけっせん たたか がくせいせんせん ほうしん せんめい だいいち しんりゃくせんそう じつりょく そ し

する全国大学ゼネストの実現へ闘おう。実力闘争の思想の復権が求められてい
ぜんこくだいがく じつげん たたか じつりょくとうそう し そう ふっけん もと
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る。戦争を止める力は、労働者・学生の国際的団結によるストライキ決起にあ
せんそう と ちから ろうどうしゃ がくせい こくさいてきだんけつ けっ き

る。ストライキを闘う学生自治会が待ち望まれている。８・ 国会闘争から全20
たたか がくせい じ ち かい ま のぞ こっかいとうそう ぜん

学連大会へ、そして全学連大会の大成功の力を９月参院強行採決阻止の国会闘
がくれんたいかい ぜんがくれんたいかい だいせいこう ちから がつさんいんきょうこうさいけつ そ し こっかいとう

争として爆発させよう。
そう ばくはつ

第二に 「戦争翼賛大学化」攻撃を粉砕しよう 「戦争と大学」が焦点化して、 。
だい に せんそうよくさんだいがく か こうげき ふんさい せんそう だいがく しょうてん か

いる 防衛省が年間３億円の予算を 国の安全保障に役立つ研究 をする大学。 「 」
ぼうえいしょう ねんかん おくえん よ さん くに あんぜん ほ しょう やく だ けんきゅう だいがく

に初めて直接支給する ７月 日付朝日新聞 これは直ちに軍事技術に応用（ ）。22
はじ ちょくせつ し きゅう がつ にちづけあさ ひ しんぶん ただ ぐん じ ぎ じゅつ おうよう

される。キャンパス・研究室と戦場とが直結する。これを打ち砕く力は、ス
けんきゅうしつ せんじょう ちょっけつ う くだ ちから

トライキを闘う学生自治会建設にある。
たたか がくせい じ ち かいけんせつ

第三に、国会前の怒りを資本主義体制の枠内に抑え込むために存在するＳＥＡ
だいさん こっかいまえ いか し ほんしゅ ぎ たいせい わくない おさ こ そんざい

ＬＤｓ シールズ＝自由と民主主義のための学生緊急行動 幹部の制動を打ち破（ ）
じ ゆう みんしゅしゅ ぎ がくせいきんきゅうこうどう かん ぶ せいどう う やぶ

り 全世界の労働者民衆とともに 帝国主義打倒へ闘う学生運動の隊列を登場、 、
ぜん せ かい ろうどうしゃみんしゅう ていこくしゅ ぎ だ とう たたか がくせいうんどう たいれつ とうじょう

させよう。

第四に 「戦争か革命か」の歴史的決戦を闘うことを喜びとし、行動につぐ、
だいよん せんそう かくめい れき し てきけっせん たたか よろこ こうどう

行動、人生をかけた決起につぐ決起を実現する「激動期型」の全学連運動を実現
こうどう じんせい けっ き けっ き じつげん げきどう き がた ぜんがくれんうんどう じつげん

しよう。その出発点は、国会前のうねりを９月全学連大会への大結集として
しゅっぱつてん こっかいまえ がつぜんがくれんたいかい だいけっしゅう

集約することにある。そのただ中で、強固なマル学同と革命的リーダー群をつ
しゅうやく なか きょう こ がくどう かくめいてき ぐん

くり出そう。
だ

全戦線での大飛躍へ
ぜんせんせん だい ひ やく

２０１５年前半の全戦線における不屈の前進は 新自由主義攻撃への怒りが 生、 「
ねんぜんはん ぜんせんせん ふ くつ ぜんしん しん じ ゆうしゅ ぎ こうげき いか い

きさせろ！」の叫びとなって全社会で爆発していることと一体化する中で闘い
さけ ぜんしゃかい ばくはつ いったい か なか たたか



- 35 -

前進 第 号７～９面 夏季特別号政治路線論文2692

。 、 。とられてきた 絶対反対と階級的団結を基礎に 労働組合への結集が始まった
ぜったいはんたい かいきゅうてきだんけつ き そ ろうどうくみあい けっしゅう はじ

全戦線での闘いは、地区党の方針確立と一体で進み、本質的前進を開始したの
ぜんせんせん たたか ち く とう ほうしんかくりつ いったい すす ほんしつてきぜんしん かい し

である。

部落解放闘争 入管闘争 女性解放闘争 障害者解放闘争 反軍闘争などの闘、 、 、 、
ぶ らくかいほうとうそう にゅうかんとうそう じょせいかいほうとうそう しょうがいしゃかいほうとうそう はんぐんとうそう たたか

いは、多種多様な労働者人民を大結集し、１千万労働者階級人民と深く結合
た しゅ た よう ろうどうしゃじんみん だいけっしゅう .せん まんろうどうしゃかいきゅうじんみん ふか けつごう

していく闘いである。とりわけ、自衛隊兵士の獲得と原発労働者の獲得は、プ
たたか じ えいたいへい し かくとく げんぱつろうどうしゃ かくとく

ロレタリア革命勝利に直結する闘いである。ロシア革命を引き継ぐ歴史的闘
かくめいしょう り ちょっけつ たたか かくめい ひ つ れき し てきたたか

、 、いに挑戦する時代がやってきた今 労働者権力―ソビエト樹立の成否をかけて
ちょうせん じ だい いま ろうどうしゃけんりょく じゅりつ せい ひ

階級的労働運動と一体で全戦線での飛躍的な前進をかちとろう。
かいきゅうてきろうどううんどう いったい ぜんせんせん ひ やくてき ぜんしん

Ⅴ闘う労働者１千万人と結合し本格的な地区党を建設しよう
たたか ろうどうしゃいっせんまんにん けつごう ほんかくてき ち く とう けんせつ

地区党の飛躍こそがゼネスト実現の鍵だ
ち く とう ひ やく じつげん かぎ

１９１７年ロシア革命１００年の２０１０年代中期階級決戦において、地区
ねん かくめい ねん ねんだいちゅう き かいきゅうけっせん ち く

党建設を原則的、本格的にかちとることに、ゼネストからプロレタリア革命へ向
とうけんせつ げんそくてき ほんかくてき かくめい む

かう勝利の道がある。
しょう り みち

第一に、地区党建設は 「労働者階級の解放は労働者自身の事業である」と、
だいいち ち く とうけんせつ ろうどうしゃかいきゅう かいほう ろうどうしゃ じ しん じ ぎょう

いうマルクス主義に決定的に立脚している。すなわち地区党の原則的・本格的
しゅ ぎ けっていてき りっきゃく ち く とう げんそくてき ほんかくてき

な建設とは、労働者の自己解放性とその決起を出発点にすえ、地区党を形成す
けんせつ ろうどうしゃ じ こ かいほうせい けっ き しゅっぱつてん ち く とう けいせい

る労働者細胞の無限の可能性を獲得することにある。自己解放的決起とは、人間
ろうどうしゃさいぼう む げん か のうせい かくとく じ こ かいほうてきけっ き にんげん

的共同性と階級的団結を、日常的な細胞活動と細胞的討論の中で育み、培
てききょうどうせい かいきゅうてきだんけつ にちじょうてき さいぼうかつどう さいぼうてきとうろん なか はぐく つちか

うことによって生まれる。
う

細胞活動と細胞的討論とは、時代認識と路線の一致であり、その主体的深化を
さいぼうかつどう さいぼうてきとうろん じ だいにんしき ろ せん いっ ち しゅたいてきしん か
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かちとることである。そこには細胞における相互変革と相互獲得の日常的努力
さいぼう そう ご へんかく そう ご かくとく にちじょうてき ど りょく

が必要である。
ひつよう

第二に 地区党は 中央委員会と細胞の一体性をとおして産別委員会と一体的、 、
だい に ち く とう ちゅうおう い いんかい さいぼう いったいせい さんべつ い いんかい いったいてき

に発展し、とりわけ全戦線とその課題を内包して本格的な建設をかちとることが
はってん ぜんせんせん か だい ないほう ほんかくてき けんせつ

できる。それは地区党の同志の根源的決起と階級的団結を求め、地区党の価値
ち く とう どう し こんげんてきけっ き かいきゅうてきだんけつ もと ち く とう か ち

創造性と飛躍性を引き出していく。ここでも時代認識と路線、さらに路線形成に
そうぞうせい ひ やくせい ひ だ じ だいにんしき ろ せん ろ せんけいせい

おける地区・産別、地区・戦線の双方からの一致を意識的・主体的にかちとって
ち く さんべつ ち く せんせん そうほう いっ ち い しきてき しゅたいてき

いくことが求められる。この必死の努力をもって、地区の拠点建設とゼネスト
もと ひっ し ど りょく ち く きょてんけんせつ

指導部＝階級の指導部建設をかちとるのである。
し どう ぶ かいきゅう し どう ぶ けんせつ

第三に、第一、第二をふまえ、１千万人の労働者人民と結びつき獲得する地区
だいさん だいいち だい に いっせんまんにん ろうどうしゃじんみん むす かくとく ち く

党建設こそ、ゼネストを実現し、プロレタリア革命に勝利するための待ったな
とうけんせつ じつげん かくめい しょう り ま

しの闘いである。ここに時代認識と路線で一致し、武装した地区党の変革の環
たたか じ だいにんしき ろ せん いっ ち ぶ そう ち く とう へんかく かん

がある。

１千万人との結合は、党と労働組合の一体的建設と拠点建設の飛躍であり、全
いっせんまんにん けつごう とう ろうどうくみあい いったいてきけんせつ きょてんけんせつ ひ やく ぜん

戦線を地区党の正面課題にすることによるソビエト・地域運動の豊かで多種多
せんせん ち く とう しょうめん か だい ち いきうんどう ゆた た しゅ た

彩、縦横無尽の展開である。実践的には動労総連合建設と、これと一体となっ
さい じゅうおう む じん てんかい じっせんてき どうろうそうれんごうけんせつ いったい

た合同労組建設による労働組合の拠点建設である。決定的なのは改憲阻止１００
ごうどうろう そ けんせつ ろうどうくみあい きょてんけんせつ けっていてき かいけん そ し

０万署名運動の全面展開の死活的推進である。
まんしょめいうんどう ぜんめんてんかい し かつてきすいしん

端的に言えば、１千万人の獲得とは、それだけの規模の拠点建設とゼネストを
たんてき い いっせんまんにん かくとく き ぼ きょてんけんせつ

実現できる階級的指導部の建設である。このことは大変な飛躍であるが、だか
じつげん かいきゅうてき し どう ぶ けんせつ たいへん ひ やく

らこそ本当に根底的で、ひたむきな地区党の変革につぐ変革が求められるのであ
ほんとう こんていてき ち く とう へんかく へんかく もと

る。
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プロレタリア革命へ宣伝・扇動の強化を
かくめい せんでん せんどう きょう か

年決戦・ゼネスト情勢は、階級闘争の地平線上に宣伝・扇動戦の組織的15
ねんけっせん じょうせい かいきゅうとうそう ち へいせんじょう せんでん せんどうせん そ しきてき

強化を求める情勢を切り開いた。階級的団結を基礎とした戦闘的デモや、数
きょう か もと じょうせい き ひら かいきゅうてきだんけつ き そ せんとうてき すう

万枚の全国ビラと『前進』速報版発行の教訓、中央労働者組織委員会・産別委
まんまい ぜんこく ぜんしん そくほうばんはっこう きょうくん ちゅうおうろうどうしゃ そ しき い いんかい さんべつ い

員会建設での闘いの共有を土台に、プロレタリア革命の勝利へ宣伝・扇動戦
いんかいけんせつ たたか きょうゆう ど だい かくめい しょう り せんでん せんどうせん

の圧倒的強化をさらにかちとっていくことが求められている １００万枚の全国。
あっとうてききょう か もと まんまい ぜんこく

ビラ、ゼネストを知らせるＤＶＤの作成、１千万人の労働者人民と結合する出
し さくせい いっせんまんにん ろうどうしゃじんみん けつごう しゅっ

版物の刊行に挑戦しよう。
ぱんぶつ かんこう ちょうせん

その土台中の土台 最深部の闘いは不敗の印刷工場建設であり 機関紙 前、 、 『
ど だいちゅう ど だい さいしん ぶ たたか ふ はい いんさつこうじょうけんせつ き かん し ぜん

進』の発行にある。
しん はっこう

機関紙こそ、地区党建設における拠点建設、労働者細胞建設、時代認識と路線
き かん し ち く とうけんせつ きょてんけんせつ ろうどうしゃさいぼうけんせつ じ だいにんしき ろ せん

の討議と一致 階級の指導部建設のすべての武器である 機関紙１万読者網建設、 。
とう ぎ いっ ち かいきゅう し どう ぶ けんせつ ぶ き き かん し どくしゃもうけんせつ

こそ、地区党建設を土台にして、中期階級決戦の飛躍の一切のバネをなす。
ち く とうけんせつ ど だい ちゅう き かいきゅうけっせん ひ やく いっさい

ついに革共同の存在と闘いが心の底から求められる情勢が到来している。
かくきょうどう そんざい たたか こころ そこ もと じょうせい とうらい

最大の勝負は機関紙である。機関紙拡大の最大のチャンスが到来している。４
さいだい しょう ぶ き かん し き かん し かくだい さいだい とうらい

月杉並区議選、７月安保国会決戦において、機関紙こそが党派闘争に勝ちぬき、
がつすぎなみ く ぎ せん がつあん ぽ こっかいけっせん き かん し とう は とうそう か

大衆的決起を組織する決定的力であることがいかんなく発揮された。同時にそ
たいしゅうてきけっ き そ しき けっていてきちから はっ き どう じ

こには新しい労働者の党が求められた。まさに機関紙の絶え間ない変革をとお
あたら ろうどうしゃ とう もと き かん し た ま へんかく

して１千万人と結合する時代が到来したのである。
いっせんまんにん けつごう じ だい とうらい

毎月の 前進 速報版発行と拠点職場への配布活動は 機関紙活動の歴史的前進『 』 、
まいつき ぜんしん そくほうばんはっこう きょてんしょく ば はい ふ かつどう き かん し かつどう れき し てきぜんしん

である。党中央の主催する全国機関紙担当者会議での機関紙活動の具体的変革
とうちゅうおう しゅさい ぜんこく き かん し たんとうしゃかい ぎ き かん し かつどう ぐ たいてきへんかく

への着手は、党活動の全面的飛躍をかちとるものである。中期階級決戦勝利
ちゃくしゅ とうかつどう ぜんめんてき ひ やく ちゅう き かいきゅうけっせんしょう り
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へ、１千万人との結合と獲得に見合う編集 局・印刷局・経営局のさらなる歴
いっせんまんにん けつごう かくとく み あ へんしゅうきょく いんさつきょく けいえいきょく れき

史的飛躍をかちとろう。
し てき ひ やく

財政闘争の勝利へ！
ざいせいとうそう しょう り

、 、 、 、財政闘争は ①毎月の基本財政闘争 ②一時金財政闘争 ③機関紙誌財政闘争
ざいせいとうそう まいつき き ほんざいせいとうそう いち じ きんざいせいとうそう き かん し し ざいせいとうそう

、 。④特別財政闘争があるが これらはどれも欠けてはならない全党員の任務である
とくべつざいせいとうそう か ぜんとういん にん む

重要なのは、機関紙闘争も財政闘争も全党と労働者階級人民の自己解放的決
じゅうよう き かん し とうそう ざいせいとうそう ぜんとう ろうどうしゃかいきゅうじんみん じ こ かいほうてきけっ

起によって担われることである。財政闘争ほど価値創造的な闘いはない。細胞
き にな ざいせいとうそう か ち そうぞうてき たたか さいぼう

的団結ぬきにはかちとれず、またこれほど細胞的団結をうち固める闘いはない
てきだんけつ さいぼうてきだんけつ かた たたか

のである。財政闘争こそ、ゼネストを闘う階級の指導部を守り、プロレタリア
ざいせいとうそう たたか かいきゅう し どう ぶ まも

革命を実現する基礎である。
かくめい じつげん き そ

非合法・非公然党の体制強化かちとろう
ひ ごうほう ひ こうぜんとう たいせいきょう か

非合法・非公然体制の確立と財政闘争は一体である。治安弾圧を打ち破る非合
ひ ごうほう ひ こうぜんたいせい かくりつ ざいせいとうそう いったい ち あんだんあつ う やぶ ひ ごう

法・非公然体制の確立なくして、ゼネストに勝利することはできない。
ほう ひ こうぜんたいせい かくりつ しょう り

日帝・安倍が最も恐れているのは、革共同の非合法・非公然体制の不抜の確
にってい あ べ もっと おそ かくきょうどう ひ ごうほう ひ こうぜんたいせい ふ ばつ かく

立である。この非合法・非公然体制こそ、国鉄決戦を軸とする階級的労働運動
りつ ひ ごうほう ひ こうぜんたいせい こくてつけっせん じく かいきゅうてきろうどううんどう

の前進と一体となって、新自由主義との階級的力関係を根底で形成しているの
ぜんしん いったい しん じ ゆうしゅ ぎ かいきゅうてきちからかんけい こんてい けいせい

である。非合法・非公然体制を網の目のように建設し、その全面強化をかちと
ひ ごうほう ひ こうぜんたいせい あみ め けんせつ ぜんめんきょう か

ろう。

最後に、獄中の星野文昭同志、福嶋昌男同志と連帯し、超 長期のデッチあ
さい ご ごくちゅう ほし の ふみあきどう し ふくしままさ お どう し れんたい ちょうちょう き
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げ指名手配攻撃を受けている同志と固く連帯して、ロシア革命１００年の２０１
し めい て はいこうげき う どう し かた れんたい かくめい ねん

０年代中期階級決戦勝利、今秋９～ 月決戦勝利へ、破竹の進撃を開始す11
ねんだいちゅう き かいきゅうけっせんしょう り こんしゅう がつけっせんしょう り は ちく しんげき かい し

ることを宣言する。
せんげん


